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大草城跡は，中川村大草の沖町部落にあり，村の文化財に指定されて

います。

今からおよそ645年前，南北朝時代大河原にお入りになられた「宗良

親王」を守護した大河原城主香坂高宗の拠点であり，香坂氏代々の居城

であったと伝えられています。

今までに村誌や郷土史家により紹介されているものの資料は乏しく，

考古学的な調査は行われていません。村では都市計画事業により大草城

跡の公園化に伴い，昭和60年5月より北の郭（二の丸）を中心に発掘調

査を行いました。その結果13世紀から14世紀の中国製青磁をはじめ，15

世紀室町時代のものを中心に16世紀大窯の陶磁器や遺構を数多く発掘す

ることができました。これにより従来の研究にあわせ，より現実なもの

として，中世城郭の歴史を探る手掛かりが得られたことは幸いと思いま

す。

今回の調査にあたり，調査団長の友野良一先生をはじめ調査員の先生

方や，発掘関係者並びに報告書のまとめにご協力いただいた方々に心か

ら感謝申し上げます。

平成2年3月

中川村教育長　北澤　正美



例 仁コ

1．本書は昭和60年に実施した文化財保護法第98条の2第1項の規定に基づく，埋蔵文化財の学

術発掘の報告書である。

2．本事業は中川村教育委員会が実施した。

3．本報告書は，昭和60年に発掘調査を行い，検出した遺物の整理や参考資料等検討し，平成元

年度に報告書を作成することとした。

4．各遺構の図面縮尺は1／40，遺物の縮尺は1／2を基準としたが，一部そうでないものもあ

り，縮尺は各図に示してある。

5．本報告書の執筆及び図版作成者は次のとおりである。

○　本　文　執　筆　者　　友野　良一

○　遺　　　構　　　図　　高山よし子

半崎　節子

○　遺物の実測・拓影　　木下平八郎

平沢喜久美

○　遺　物　の　復　原　　小木曽　清

○　写真の撮影・図版　　木下平八郎

6．本報告書の編集は教育委員会が行った。

寺平　　宏　・　半崎　節子

平沢喜久美　・　酒井　艶子　・　小田切守正

小原　妙子

小木曽　清　・　高山よし子　・　横田　愛子

酒井　艶子　・　小田切守正　・　半崎　節子

友野　良一

7．遺物及び実測図類は中川村歴史民俗資料館に保管してある。
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査に至るまでの経過

大草城跡は，上伊那郡中川村大草神町部落に所在し．南北朝時代下伊那郡大鹿村大河原の地に

おいでの「宗良親王（むねながしんのう）」を守護した「香坂高宗（こうさかたかむね）」の居城

であったとされており，昭和52年4月1日に村の文化財に指定してある。しかし，大草城にかか

わる歴史的資料は古文書等の文献や表面採取による遺物であり，今まで城郭の形式分類や考古学

的な調査はされていなかった。村では都市計画事業によりこの大草城跡を公園にする工事を進め

ることとなり，公園に造成されれば遺跡としての現状保存や歴史的解明が不可能となるため，教

育委員会ではこの埋蔵文化財を工事着手前に発掘調査を行うため，大草城跡発掘調査団を編成し．

この調査団が業務を遂行することとなった。

昭和60年5月13日に大草城跡調査会を開催し発掘調査について協議し，5月21日午後現地にお

いて教育委員会・公園関係者・文化財調査委員・調査団等が参集して鍬入式を挙行した。

第2節　調査会の組織

○中川村教育委員会

教育委員長（前）

．∠′

同職務代理

委　　　員

．∠′

教　育　長

教育次長（前）

〟　　（元）

＿∠′

主任主事

ノ′

要
　
雄
　
博
　
雄
　
明
　
美
　
守
　
雄
　
彦
　
子
　
子

英
　
俊
　
道
　
広
　
正
　
　
幸
　
忠
　
節
　
妙

沢
　
藤
　
山
　
塚
　
沢
　
澤
　
原
　
沢
　
　
崎
　
原

杉
　
斎
　
米
　
中
　
米
　
北
　
石
　
湯
　
林
　
半
　
小

○大草城跡発掘調査団

団　　　長　　　　　友　野　良　一　（日本考古学協会員）

調　査　員　　　　　寺　平　　　宏　（日本第四紀学会員）

木　下　平八郎　（東洋陶磁学会員）

小木曽　　　清　（東洋陶磁学会員）
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第3節　発掘調査の経過

年月日 日　　　　　　誌

昭和60年

5月13日

17日

21日

14時より役場内教育委員会事務局で調査団会議を開催し，発掘調査方法としては2m

四方のグリッド設置後試掘形式等の打合せを行う。

現場調査予定地の草刈。

13時より調査団会を開催。15時より現地にて教育委員会・公園関係者・文化財調査委

員・調査団等参集して鍬入式を行う。

機材運搬及び10mxlOmメッシュと，2mx2mのグリッド設定。

標高の設定。Sラインのグリッドをひとつおきに掘り下げる。

Qラインのグリッド試掘。刀子，天目茶碗片等の遺物の取り上げ。

Qラインのグリッド試掘。

0．Qラインのグリッド試掘。柱穴と思われるものが5個所あり。

Sラインのグリッド掘り下げ。

調査団会で検討の結果，0～Sグリッドの全面発掘に切り変えて進める。

R・Sグリッド掘り下げ。遺物取り上げ。

考古学研究室において遺物整理。

R・Sグリッド掘り下げ。遺物取り上げ。

Q・Rグリッド掘り下げ。

Q・Sグリッド掘り下げ。遺物取り上げ。

Qグリッド掘り下げ。完形品に近い内耳鍋出土。Q6～4グリッドにかけ右列の発見。

0・Pグリッド掘り。文化財調査委員視察。

0・Pグリッド掘り下げ。

0・Pグリッド掘り下げ。遺物取り上げ。

Pグリッド掘り下げ。

重機にて20グリッドラインを南にのばしトレンチ掘りを行う。（空堀等の確認のため）

重機による東西トレンチ掘り及び雨水抜きの溝掘り。南北の堀の確認ができた。

T～Ⅴの7グリッドの掘り下げ。竹の根が多く作業難行。

T～Ⅴの7グリッドの掘り下げ。遺物の取り上げ。

一部の出土遺物整理。

7グリッドラインの断面図，及び清掃写真撮影。

7グリッドラインのセクション個所取り壊し。

遺物整理。実測用メッシュの設定。

メッシュ内測量。全景写真撮影用の足場設置。
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メッシュ測量。写真撮影。雨天のため午後遺物整理。

柱穴掘り下げ及び断面図。婦人会役員の見学。

「大草城跡発掘調査速報」を作成。メッシュ測量。

速報資料作成。

柱穴掘り下げ及び断面測量。

柱穴掘り下げ。除去する石のレベル測量。中川中学2年生見学。

柱穴掘り下げ。

Ⅴ～Zの7グリッドライン西側延長の掘り下げ。

7グリッドライン西側延長の掘り下げ。

全体測量。遺物の取り上げ。

暗きょの掘り下げ。

暗きょの実測。

暗きょの清掃及び写真撮影。

T，Uの7グリッド掘り下げ。

U7グリッド掘り下げ。

U7グリッド掘り下げ及び遺物の取り上げ。

重機による堀の再確認及び埋め戻し。

全体写真のための水まき，清掃。

水まき及び全体写真の撮影。

断面図作成。写真撮影。

宮田村より見学。

レベル測量

R

一

　

日

　

目

0
　
　
2
　
　
3

1
　
　
　
1
　
　
　
1

10月10日

11月2日

3　日

平成元年

6月1日

暗きょの断面図。最終確認。

現場作業終了。

出土遺物の整理。

中川村歴史民俗資料館　特別展「大草城展」（～30日）

報告書作成のための整理作業を始める。
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梅雨の後．日照り続きという比較的厳しい現場での発掘調査にあたって・深いど理解とど協力

をいただいた，調査団・地元の方々・発掘に直接参加して下さった方々に，心より感謝の意を申

し上げます。

＜発掘調査に参加された方々（順不同・敬称略）＞

工藤　勝秋

米山　節子

小田切守正

大
　
子
　
子

清
　
愛
　
艶

坂
　
田
　
井

高
　
構
　
酒

高山よし子

小島　郁子

平沢喜久美

4

丸田　南枝・　下平　敬子

細田登志美・　下平　博行



第Ⅱ章　　遺跡の環境

第1節　遺跡の位置

（1図）

大草城跡の地理的位置は，

北緯35度37分31秒，東経137度

56分56秒で，長野県上伊那郡

中川村大草沖町地籍に所在す

る。この大草城跡に至るには．

J R飯田線伊那田島駅より東

方3．3k恥　国道153号線より

東方約1．6kmの位置にあたる。

第2節　大草城跡付
近の地形・地質

（2図～5図）

1図　大草城跡の位置図

1．城跡付近の地形概要

大草城跡周辺の地形は東側の伊那山脈山地，山麓部の麓屑斜面および平坦部の河成段丘面に大

別される。

東側の山地は領家帯の片麻岩類や花崗岩類などの分布する伊那山脈西縁部にあたり，約200～

300の傾斜をもって西に面している。この山地の山麓部には6。～80で西に傾いた緩傾斜地形面

が連なっている。これは近くの山地から供給された岩屑が堆積して形成された麓屑斜面である。

城跡の位置する平坦面は天竜川の旧河床面でこの地域では最上段の第1段丘面である。この面を

形成した頃の広い河原は．かつては七久保方面まで続いていたものと推定されるが，その後の天

竜川の下刻作用によって掘り込まれ．さらに下位の段丘面が形成されている。また．この下刻に

伴い山地から西へ流れて天竜川へ注ぐ小河川は．段丘面を東西に深く削り込んでⅤ字形の谷をつ

くり，段丘面をいくつかのブロックに分断している。城跡の台地は深沢川とその支流に挟まれて

削り残された自然の要害である。

2．山地および基盤の地質

本地域は日本の地質構造区分の中で領家帯という地帯に属している。領家帯は艮谷村や大鹿の

谷を走る中央構造線の西側に約30km～40kmの幅で分布し，その延長は紀伊．四国を経て九州に達

する。この地帯に分布する岩石は雲母片岩・石英片岩・片麻岩・ホルンフェルスなどを主とする
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領家変成岩類や，これらの岩石へマグマが貫大して生じた花崗岩類などである。花崗岩類は買入

の時期や岩相の違いからいくつかの岩体に分けられ，中川村地域にはこれらの花崗岩の中で比較

的古い時代に貫大して生じた南向花崗岩や生田花崗岩などが分布している。

大草城跡周辺の山地や段丘の基盤をつくる岩石は（2図）に示すようにほとんどが生田花崗岩

であり，僅かに黒雲母片麻岩がみられる。

（1）生田花崗岩

この地域に分布する生田花崗岩は粗粒ないし中粒の角閃石黒雲母花崗閃緑岩を主とし，ときに

は片状になることもある。城跡の南側道路沿いに露出する岩石はかなり片状の構造を示し．一部

に変輝緑岩を捕獲岩としてとりこんでいるため黒い帯がみられる。城跡の南側を流れる深沢川の

左岸で花崗岩の中にかなり顕著な断層が観察される（2図，Fl）。約50cmの破砕帯には鏡肌をも

凡例

［三∃河床堆積物

囚麓屑面

田第1段丘面

田生田花崗岩

匡］黒雲母片麻岩

／ Fl，F2断層

A－B，C－D　断面線
E－F

X1－4柱状図位置

2図　大草城跡附近の地質図及び地形地質断面図
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った5～10cmの断層角礫が

散在し，断層面に沿って幅

10cmの青色粘土層がみられ

る。破砕帯の両側の花崗岩

はそれぞれ約2mの範囲で

細かに割れ目が入り，崩れ

やすくなっている。断層の

走向・傾斜はN200E・800

Wで深沢川の右岸に延びて

いる。城跡公園南トイレの

西側にみられる小さな谷地

形は断層破砕帯が侵食され

て生じたものであり，36災

害のときには柿の大木と共

に表層部が川底まで流され，

青色粘土層を伴った破砕帯

が観察された。

×1地点の柱状図

黒土

褐色土
御岳火山灰

疎層　径10－20cm円疎
砂岩、粘板岩、チャート
緑色岩、花崗岩を主とす
る天竜川上流域の疎

基盤岩　花崗岩類

O m

3

t
T
〓
l
■
】
■
■
■
t
t

■
t
t
t
T
■
t
■
■
t

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

×2地点の柱状図

黒土
御岳火山灰に

褐色土　　風化岩片、AT混入

黄：褐色土　御岳火山灰

黄色軽石　　御岳軽石Pm－I

渡褐色土　　基盤若風化岩片

角疎層　片麻岩顆、花崗岩類
東側山地の岩石

3図　地質柱状図×1，×2

（2）黒雲母片麻岩

2図に示すように黒雲母片麻岩の小岩体が寺坂橋付近に分布している。周囲の花崗岩との境界

は寺坂橋下の深沢川河床およびその上流約150mの南に流路を変えた川沿いに観察され，接触部

では黒雲母片麻岩に対して花崗岩が交指状に買入している。黒雲母片麻岩は黒雲母が多い部分と

石英・長石の多い部分とが交互に配列して縞状構造をつくっている。

2図F2の位置には幅2～3mの破砕帯を持った断層が観察され，その走向・傾斜はおよそN

lOOW・700Wである。

3．麓屑斜面の形成

2図に示すように山麓部に60～80の角度で西に傾斜した緩斜面地形が見られる。この地形面

は近くの山地から供給された花崗岩や片麻岩の角礫が堆積して生じた面であり，麓屑斜面と呼ば

れるものである。麓屑斜面をつくる角礫は牧ケ原線の延長として新しく作られた道路の切り通し

で観察され，その上面は軽石を伴わない火山灰層によって被覆されている。しかしこの面のうち

沖町地区南端の藤川宅西側の露頭では角礫層の上に黄色軽石を乗せている。この軽石に含まれる

鉱物は磁鉄鉱・しそ輝石・黒雲母・角閃石などの結晶の他に軽石型火山ガラスを含んでおり，御

岳軽石Pm－1（KoBAmSHI，SHIMIZU1962）の特徴と一致する0またこの軽石の噴出年代は・約8

万年前（町田・鈴木1971）とされていることから，この面の離水期はPm－Iが降下した約8万年

以前である。しかしこの地点以外ではPm－Iは観察されず，火山灰のみ堆積していることから，

この面はPm－I降下以後から御岳火山灰降下以前の間に離水したことになり，およそ8万年前か
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×3地点の柱状図

0

柱状図 特　　　　　 徴
主　 な　 鉱　 物 永山ガラス

その他
重　　 鉱　　 物 軽鉱物 bw pm

cm 黒褐色

御岳火山灰〉花崗岩顆風化物

l喝＞lly＞b i＞l10 fl≧qz

l喝＞lげ＞bi＞ho （zi） fl≧qz

00

褐色

御岳火山灰〉花崗岩類風化物

r咽＞hy＞ho＞bi fl＞qz

喝＞hy＞ho＞b i L fl＞qz

l咽＞lげ＞llO＞b i fl＞qz

cm A　A　A
黄褐色 硬質御岳州灰＋大山苫片十御岳Pm－I lly＞喝＞bi＞ho qz≧f l ●

：0
cm

°　　　　　°　　　　　°
°　　　　　°　　　　　°
°　　　　　4　　　　　°
°　　　　　e　　　　　°

°　　　　　一　　　　　°
°　　　　°　　　　°
°　　　　　°　　　　　°
4　　　　　°　　　　　°
°　　　　　°　　　　　°
°　　　　　t　　　　　°

巽灰褐色　 砂＞細礫　花崗岩類風化物

bi≫咽 fl＞qz

bi≫喝 （zi） fl＞qz

bi≫喝 （z i） fl≧qz

bi≫l昭 fl≧qz

bi≫喝 f l≧qz

bi f l≧qz

新約 細疎〉砂 0．2～0．8cm 円礫混入 bi fl≧qz

●　　　●　　　● 斯馳 細礫〉砂　 粘土質・火山灰質の部分あり hy＞au＞l喝＞ho fl＞qz

0
0　0　0
0　0　－0 疎層

cm 0　0　0
0　0　0
0　0　0

砂岩 ・粘板岩 ・チャー ト・花崗岩を主とする天竜川上流の岩石

×4地点の柱状図

0
c m

1 00
c m

2 0

柱状 図 特　　　　　 徴
主　 な　 鉱　 物 永山ガラス

その他
重　　 鉱　　 物 軽鉱物 bw p m

灰 黒色

花崗岩類 風化物〉御岳火 山灰〉A T

b i＞喝 ＞h y＞ a u q z＞ f l ●
b i＞噸 ＞h y＞ a u＞h o q z＞ f l ●

灰 黒色 （褐色 混合）

花崗岩顆風 化物〉御岳火 山灰 〉A T

b i＞喝 ＞h y＞ au ＞h o q z＞f l ●

b i＞喝 ＞h y＞ au ＞h o q z＞f l ●
褐色 は馳 ）船 価苫粗価 〉神岳州灰〉AT b i＞喝 ＞h y＞ au ＞ho q z＞f l ●

褐色

御岳火 山灰

咽＞lげ＞b i＞ ho ＞a u f l＞q z ●

喝＞hy ＞h o （a u ） f l＞q z

△　△．△

黄褐色　 御岳火 山灰

火 山岩片 を含 む

黄色軽石 （御岳Pm一日0．2－1c m 臥

l喝＞hy ＞ho （a u） f l＞q z

喝 ＞hy ＞ho （a u） f l＞q z ●

喝 ＞IV ＞ ho ＞b i f l＞q z ●

c m

〕00
c m

4
c m

褐色砂 一泥

花 崗岩 頬風化若片

bi≫l噌 f l≧ q z

b i≫l嘔 f l≧ q z

b i≫r喝 （z i） f l≧ q z

b i≫r咽 f l＞ qz

b i≫喝 f l＞ qz

°　　　　●　　　　　°
●　　　　t　　　　　．
°　　　　●　　　　　°

．　　　　　°　　　　　．

灰 褐色粗粒砂 ～細 礫

bi＞喝 f l＞ qz

b i （打臥 Z i） q z＞ f l

b i q z≧ f l

灰 褐色砂～泥 青白色粘土質の朗あり bi q z≧ f l

●　　　●　　　●
●　　　●　　　●
●　　　●　　　●

灰褐 色粗 粒砂 ～細 疎 bi （喝 ，Z i〉 q z＞ f l

凡例
〔鉱物〕au：普通輝石　hy：しそ輝石　ho：角閃石　bi：黒雲呼　zi：ジルコン

喝：磁鉄鉱　qz：石英　fl：長石
（）はごくわずか含まれるもの

〔火山ガラス〕bv：パフ‘ル型火山ガラス　Pm：軽石型火山ガラス
ガラスの含有量　●10％以上　●1－10％　・1％以下

〔柱状図〕△　軽石　；；；砂～泥　0　疎　　　≡黒土
白抜きは火山灰を含む層

4図　地質柱状図×3，×4
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ら3～4万年前の間である。このように麓屑斜面の形成期は場所によって多少異なっているが，

この時期は寒冷な氷河期にあたり，山地では凍結破砕作用によって大量の岩屑が生産され．それ

が流水またはソリフラクションなどの作用によって運搬されて生じたものであろう。

4．河成段丘面の形成

前述のように大草の中組・沖町・三共から葛島の葛北上段にかけておよそ600mの高度をもっ

た平坦な面が分布している（2図）。これらの面はいずれも基盤岩の上に砂岩・粘板岩・チャート・

花崗岩・緑色岩などの円礫によって構成される10m内外の礫層を乗せ，さらにその上には3図，

4図の柱状図に示すように1～2mの砂質の堆積物，およそ10cmの黄色の軽石，1～2mの火山

灰質堆積物の順に重なっている。

礫層を構成する礫はこの地域の山地の岩石とは異なり，天竜川上流域から供給されたものであ

る。礫層の上部に重なる砂質の堆積物は黒雲母・石英・長石を主とし，東の山地に分布する花崗

岩類の風化物が穏やかな流氷または風によって運搬されて堆積したものであろう。黄色の軽石層

の鉱物は麓屑面上に見られる黄色軽石のものと同一であり御岳軽石Pm－Iである。この上に重な

る火山灰質堆積物には磁鉄鉱・しそ輝石・角閃石など火山起源の鉱物の結晶が多く，御岳の火山

灰を主とする地層と考えられるが，上半部にはこの他に花崗岩類の風化物や姶良Tn火山灰（町

田・新井1976，略称AT）と同じタイプのバブル型火山ガラスが含まれている。九州の姶良カル

デラから飛来したこの火山灰の年代は2．1～2．2万年前（町田・新井1976）とされている。

以上の結果から段丘面の形成について次のように考える。

中生代末に地下深所で買入した花崗岩は，その後の浸食作用によりやがて地表に露出するよう

になる。約200万年前に誕生したといわれる伊那谷に天竜川が流れるようになり，流水による侵

食と堆積が繰り返されてきた。基盤岩の上に重なっている礫層はその上位に御岳軽石Pm－1が乗

っていることからこの軽石の降下した約8万年前より更に以前に堆積が終了したことは明かであ

る。おそら・く20～30万年前から基盤岩を削ってこの面を流れた天竜川は厚さ10m内外の礫層を堆

積した後およそ10万年前には流路を下方へ移動していった。つまりこの礫層の上面が第1段丘面

を形成した昔の天竜川の最後の河床面である。流水による働きをなくしたこの面の上には，その

後の風成堆積物が古いものから新しいものへと積み重なり，最上部の火山灰やATが約2万年前

に降灰して堆積を終了した。

基盤の隆起に伴って下刻を始めた天竜川は1段低い下平の第2段丘面に下がった。この面には

御岳軽石Pm－Iがなく御岳火山灰やATを乗せていることから，面の形成期は約8万年前以後

から約3万～4万年前の間であろう。この頃は天竜川の下刻に伴ってその支流の下刻作用も強く

なり，堂洞沢川・深沢川・鳳来沢川などが第1段丘面を切って天竜川へ注ぐようになる。次いで

火山灰降下以前の3～4万年前頃から再び天竜川の下刻作用が強くなり，さらに下位の段丘面を

形成しつつ現在の流路を流れるようになった。この結果支流も再び下刻を始めて深い谷を刻み，

現在の地形に至った。
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5．城跡の地形

城跡の面をE－F（2図）の方向に切った地形の断面は5図のようになり主郭は円形の台地とな

って盛り上がっている。主郭の周囲の面は流水の侵食によって形成された1段低い段丘面か，或

いは人工的に掘り下げたものか，また，掘った土砂を主郭の上に盛り上げたか，などの疑問を解

決するために2図の×3，×4地点を調査した結果が4図である。

西の郭の西部と本郭ではほぼ同一の堆積物がみられることから，これらは同時代の堆積面であ

り本郭と西の郭はかつては緩やかに西に傾いた一連の地形面であったと考えられる（5図）。また

段丘面を川の流れが削ったとすればその川の河床礫が残されているはずであるがそれもない。こ

れらの結果から主郭の西と東の台地は人工的に掘り下げたものと考えるのが最も妥当であろう。

また主郭に盛り土をしたかという疑問に対しては4図の柱状図に示したようにこの附近の第1

段丘面上に見られる堆積物と同じものが整然と堆積しており，人工的に盛土した形跡はない。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　50ln

5図　E－Pの地形地質断面図

第3節　歴史的環境

大草城についての文献は乏しく，古文書などの記録によって，その存在が確かめられるのは吉

野朝時代で，城主香坂高宗以降のことである。それまでの香坂氏については，系譜的に明かにさ

れていないが，北佐久郡三井村香坂氏の分流であるとみられている。香坂氏は，東信地方におけ

る豪族滋野氏の一族で，古くより牧官として大規模な牧場経営をしていた。平安時代以降東信地

方において牧馬は非常に発展し，その範囲は次第に拡大され．諏訪地方からさらに南へのびて，

大河原の地まで発展し．香坂氏もこれに伴い勢力を拡大し，竜東地域における中心的存在であっ

たとみられている。

後醍醐．天皇の第八皇子宗良親王は，南北朝勢力の回復を計るため各地を転戦し，興国5年（1344

年）大鹿村の大河原に入られた。当時34才であった。その後この地に留まり，その間時をみて武

蔵・越後・美濃・尾張の諸国に軍を進め，征東将軍として宮方をとりしまった。

当時の伊那谷は天竜川の西地方にあっては，武家方足利幕府勢力の有力な与党で，伊那谷に深

く根を下ろしている小笠原氏とこれに従属している竜西諸族の支配下にあった。一方南朝の信濃
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宮方の中心は諏訪の神氏で伊那谷の天竜川東側一帯におよび，特に伴野圧を中心とする知久氏，

上伊那竜東の藤沢氏．大河原鹿塩庄の香坂氏らであった。

大河原城主　香坂高宗は，宗良親王に忠誠をつくし事業を扶け，様々に心を砕いて親王の安泰

を期した。大草城は香坂高宗の居城といわれ，竜西からの侵略を見張り．食料供給基地として又

近郷との交流など．経済・軍事の面から大河原にある親王を支えていたもので，香坂氏の重要な

拠点であったとみられている。

その後文中3年（1374年）親王が吉野に帰られるまでの30年間高宗の忠誠は続くのであるが．

その功空しく南朝方の衰勢により50年間にわたって争われた南北朝時代も終わり，各国の守護は

荘園を侵略して大名となり，信濃の守護は松尾城の小笠原氏の勢力下になった。

大草城には香坂氏の子孫が居住し．この一帯を領有した。このことは「諏訪御荷札之古書」に

よりうかがい知ることができるが，詳細は不明である。

戦国時代に入り当時の伊那谷の豪族は，数氏あったが互いに勢力争いをしており．その間に甲

斐の武田氏は勢力を増大しほとんどが降伏し，武田氏の支配下となった。さらに南進を続けた武

田氏も天正3年織田軍との戦に敗れ．その後は没落の途をたどることになる。天正10年織田軍の

侵攻により大草城も織田軍の手中に帰した。大草城主香坂宗縁は大草庄三郎入道休斉といい．北

条氏直についで徳川家康に帰属した。その後香坂氏も休斉からその子宗澄孫の宗久と移り．この

宗久の代に帰農したことが古文書に明記されている。その年代は天正10年から19年の間のことで

ある。天正19年大草郷検地帳に大草城跡が「畑地」として記されており，この時既に廃城になっ

ていたことが明かである。従って史話に記されているもののみを数えても大草城の歴史は興国5

年から天正末期までおよそ250年にわたって存在していたものとみられる。

なお，村内に残る城跡は次の

通りである。（6図）

葛島城跡　2　片切氏の支城で，

文安年中（1444年～1448年）片

切長辰の子久信が居館を営んだ

とされている。

城山（あら城）　3　　和見沢と手

取沢の間にあり，口碑によれば

狼煙台であったと伝えられてい

るが，下伊那郡史第4巻によれ

ば．南信濃源氏為公の第4子為

実の孫飯沼太郎行俊．その子三

郎資行2代の山城としての備え

であったとも考えられている。

船山城跡　4　平安末期より片切 6回　中川村の城郭位置図
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郷を本領としてこの地に居住した片切氏の居城である。片切氏ははじめ中村の地に土着したが

中世に及んで社会の状勢に即応し，船山に居城を築いてこれに移り，爾来片切氏の本拠として

いた。天険の地を利用し，人工少ない単純な構造で，中世の築城であることを示している0

前沢城跡　5　田島平西方の台地端に所在し，尊卑分脈によれば．片切為遠の子に長清があり－

その子源太長頼は承久の乱で京都で死し．その弟源三郎盛友が前沢氏を称している。本城は片

切氏の支城として前沢氏の居城であった。

7図　大草城跡の地形図
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第Ⅲ章　遺構と遺物

第1節　調査の概要

大草城は，伊那山脈の西麓天竜川の左岸第1段丘にあたる。この段丘を天竜川の下降作用によ

って東西に深く削り込んでⅤ字形の谷をつくり．段丘面をいくつかのブロックに分断している。

城跡の台地は深沢川とその支流に挟まれて削り残された自然の要害である。城の位置する標高は，

主郭（本丸）で604．33m・西の郭（出丸）600．80m・北の郭（二の丸）598．20mの高さにある。深沢川

との比高は44mあり，その傾斜度は33度と相当な急勾配で自然の要害をなしている。また，西の

郭（出丸）の北面はさらに急斜で40度を測る。北の堀は深沢川の支流の洞が掘削して作った自然の

堀で，この堀も38度と急斜面をなしている。大草城はこうした自然地形を巧みに活用して作られ

た城郭である。

今回の調査では，掘立建物址9棟・鍛冶屋場・竪穴2基・土砿1基・暗きょ排水3基，遺物は

中世陶器，及び近世陶器・鉄製品・石うすなどが出土した。

第2節　大草城跡（1図～11図）

主郭（本丸）主郭は一段と高く，一見して城郭の中心と考えられる程整備され目につく郭であ

る。郭の面積は，25．1アール（2反5畝1歩）楕円形で南西にわずかに傾斜しているが，ほぼ平坦

である。この郭は地質調査でわかったのであるが，かつては天竜川の第一段丘面であったので，

この郭の面も段丘形成当時からほぼ平坦であったのではなかろうか。天竜川の運んできた礫の堆

積状態といい，その上に堆積した御岳軽石Pm－1が乗っていることから約8万年前であることが確

認され，更に最上部の火山灰やATが約2万年前に降下して堆積を終了している。このことは，

主郭は土を盛り上げて作ったものでないようである。今回の調査では地形の変動は行わないと言

う条件であったので，いままで耕作してきた方々に耕作の状態で知り得た限りの情報によって記

録することにした。耕作中には場所によって人が持っにはかなり重い石が出土した所があった。

一時果樹を植えて深く掘った所もあると聞いている。また，耕作者の話ではあまり城らしき建物

はなかったのではないか。土器や石器の破片はよく出たという話であった。話を聞いた方々は，

お城と言うと近世の立派なお城の考え方があるので，城らしい城ではなかったかのように考えら

れたものであろう。

今回の調査で特記すべきことの一つに，主郭の周辺を2～3mの幅に切り崩して堀を埋めた事

実が判明したことである。かつては現在より周辺は約2～3m程大きかったが，切り取られて現

在の広さになったのである。この切り取られたことが判明したのは，現在のわんぱく広場の長い

滑り台をおりた所附近の断面に古い堀形が残っていたことから，後世において埋められたことを

知り得たわけである。

また，表採によって得られた遺物は，内耳鍋・指鉢・灰柚陶器・天目茶碗・中国青磁・大平鉢・
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8図　大草城跡の発掘区及び復原予想図
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鉄錨・燈明皿・染付など14～18世紀代の遺物が採集された。

西の郭（出丸）主郭の西に当たる位置にある郭で，主郭より4～5m低い。郭の面積は22・77

ァール（2段2畝）で主郭よりややせまい郭である。この郭は主郭よりも後に形成された地盤で．

地形的には現況と同じ形態をなしていたようにも考えられる面がある郭である。西の郭と主郭と

の間には堀が設けられていたが，他の堀と同様埋められてしまって，北と南の端にわずかに堀の

名残を止めているにすぎない。

調査当時はこの郭も現況のまま保存する予定であったので．分布調査も行なわず表面採集程度

で止ることにした。この郭には周囲に土塁などは残っていなかったが，かつては西郭には土塁が

存在しなかったかもしれない。この郭からは中国青磁・天目茶碗・茶うすなどが発見されている

ところより，茶をたしなむ程の人々が住んでいたことを物語っている。

北の郭（二の丸）この郭は発掘調査が行なわれた郭である。調査の結果は掘立建物址9棟．そ

のうち2棟は住居に使用された建物と考えられるが他は物置・倉庫などに用いられた小建物であ

ったらしい。しかし，数多くの柱穴と考えられるピットが発見されているところから，かなり長

い期間住居した可能性は十分考えられるので，その間何回となく建て替が行なわれたものと考え

ても良いようである。今回の発掘調査で特に考えられることは，鍛冶屋場を主体にした郭であっ

たことである。検出された遺物の中には，中世の武具である鉄鎌をはじめ，刀子の破片や刀の飾

金具・槍先の破片や，ロクロ・鎌などが検出されているところから，武器の製造所的な施設であ

ったかもしれない。また，そのほかに，鋳型や相場そうして多量の鉄鐸（鉄くず）がかなり広い範

囲から発見されているところより，そこには専門の鋳物師が住居していたことも考えられる。以

上発掘の成果より．この郭の一部には城に関係した職人が或る時期は住居したことは確かである。

また鉄製品のほかに中国産の青磁・害窯期の灰粕陶器類・鉄粕の天目茶碗や措鉢・大窯期「祖母

懐壷」・江戸時代灰粕徳久利・染付の皿・碗などが検出された。これらの出土遺物からして，伝

世品はあるとしても14世紀より18世紀に至る陶磁器が存在していることを確認出来たことは発掘

の大きな成果であると言わなければならない。

北の郭（二の丸）の地形・地質

古くは主郭（本丸）と同様天竜川第1段丘面であったのであるが，その後天竜川の下刻作用に

ょって掘り込み，次期段丘面である北の郭の面が形成された。この面を大草城の築城の時期に整

備し利用したものと考えられる。この郭の地形は実測図で見るように北側が高く南側に向かって

ゆるやかに傾斜している地形である。また，この郭の地質は堅い砂質の粘度層が地表下30～50C

内外に分布していることより，建物が立てられたと思われる個所には．暗きょ排水を設け，城に

関わった時代に住居地として利用されたことが．今回の調査で確認することができた。

そのほかに，北東の隅に小高い所があり中岡があった。この小高い所は「土塁」の一部が残さ

れた個所ではとも考えてみた。最後になってしまったが，この郭は小高い所にありながら排水が

悪い所で，雨が降ると二日位水はけが悪く発据が出来なかった。このことは，発掘現場に何本か

の暗きょ排水が設けられていることで理解できた。この場所が地質的にかなり厚い粘土層が遺構

の直下にあるところから，暗きょ排水を設けなければならなかったのであろう。
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古城腰（古城郭）　主郭の南側一段低い所にある郭である。発掘当時は細長い郭で面積は7ア

ール程で畑と竹薮になっていた。腰郭的な郭であるが，古城という地名が近くにあることから，

大草城の創立に関係する郭として注目したい場所である。この郭からは大草城出土の中でも古い

方の遺物が採集されているところより，大草城の創立にかかわる郭かも知れない場所と考えられ

る。

土塁　主郭の北東の隅にやや小高い所があり，そこに中岡が祭られている。最初は土塁の残り

かと考えていたが，後世主郭周辺を切り崩して堀を埋め立てたことがわかってきたので，もしあ

ったとしても，おそらく残らなかったのではないか。また西の郭の西南の隅の土塁と考えられて

いる個所も土塁と断定するには問題であるとする見方もある。そのほか北の郭の北東の隅に小高

いところがあり，そこに八幡社が祭られているが，その個所が土塁ではないかと考えて調査して

みたが，そうではなく社を造るために築いたと考えた方がよいようである。こうして，大草城の

土塁について調査してみたが，ついに土塁の存在を明かにするに至らなかった。

井戸　大草城には現在のところ分かっている井戸は，今回調査された個所の鍛冶屋場の南と内

堀と中の堀とが交わる南側主郭に接した場所にあり，古くより大草城の井戸といわれて親しまれ

てきた場所があったが，調査するときには既に埋まってしまっていたが，大方の場所は知ること

ができた。

大手　大草城には大手という地名は残っていないので，大手の位置を明かにすることはできな

いが，現在城の向きから考えて「村道大草桑原線」が曲がる秋葉神の碑が建てられている所か，ま

たは今の城跡の出入り口のあたりかは，現在のところ明かにすることはできない状態である。

堀（8図）　大草城の堀について，現在までの調査で確認されている堀は，城の東190mの傾

斜変換地点南北に総堀が設けられていることが調査で分かってきた。この堀は．南側は深沢川に

掘り抜られている。北は酒屋の東から古寺・出張・家裏で深沢川の支流である洞に抜けている。

堀は総延長170m，上幅で5～6mと推定されるが，現在は殆ど埋没されてしまっている。おそ

らく大草城の外堀と考えられている。

「内ノ堀」　この堀は主郭と北の郭と字町との間の凹地を利用して設けられた堀と考えられる。

堀は実測図に示されているように，南は深沢川に掘り抜かれている。北側は深沢川の支流

の洞に掘り抜かれている延長120m，上幅9～15m．深さは平均4～5mと推定されてい

る堀で，大草城の堀としては大型の堀である。

「中ノ堀」　この堀は主郭と北の郭との間に設けられた堀で，東側は内の堀と通じ西は北の郭

と西の郭との狭い部分に切り抜かれている堀で，今回のトレンチを設定して確認すること

ができた堀である。北の郭と主郭との間は土橋で結ばれていたようである。堀の延長は55

m，上幅10m，堀底1．5m～2．0m，深さ4～5m内外を測る。

「西ノ堀」　この堀は主郭と西の郭との間に設けられた堀である。堀は南側では深沢川に掘り

きられている。北側は中ノ堀の西端の位置に合流した形となって掘り抜かれている堀で，

堀の延長は53m内外と考えられる。堀の上幅は推定であるが7m内外，深さはこれも推定

であるが掘り抜かれている北側の断面から3～4cmぐらいはあったように考えられる。
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「三ケ月堀」　といわれる堀が所在したことの言伝があるが，調査の段階では確認することが

できなかったが，あるいは，中ノ堀・内ノ堀と主郭との三角地形の所に古井戸があったと

ころから，その周辺に三ケ月堀なるものがあったかも知れないが，さだかではない。

地名　大草城に関係すると考えられる地名を記してみると，（11図）

「古城」　は内の堀の南端の位置に古城という地名が残っている。また主郭も古城となってい

るところから，この附近が大草城の創建に深くかかわっている場所ではないだろうか。

「東山城」　という地名は現在グランドになっている北の傾斜地である。

「外城」　は主郭の北に当り，今回発掘調査が行われた個所に当っている。

「導城」　はグランドの東側，県道伊那生田飯田線の東に当る地籍。また退城という地字を当

てた地名もある。そのはか丸山の東にも導城という地名がある。

「山城・山城北・城の畑」　という地名は西の郭の西や北に残っている。

「屋敷」　にかかわる地名としては，外城の北側に屋敷添田，大草桑原線に添ったところに新

屋敷という地名がみられる。この地名は屋敷があったことを物語る資料となる。

「町」　に関した地名としては，町・町裏・西町・北町・南町・町裏北などの地名が見られ

る。この町という地名がついたのは，戦国時代以後と考えられ、それ以前は屋敷であった

ものと考えられる。

「堀」　という地名はただ一個所村道大草桑原線の観音堂の南に「堀田」という地名がある

だけである。

「家の裏」・「家の後」　など家敷にかかわっている地名もある。

「馬場田」　という地名があるが，大草城に関係している地名と考えられている。

第3節　掘立建物吐　（10図・12図・13図）

第1号掘立建物址（12図）　本址はS～U－2～5グリッド内に発見された遺構である。遺構の

主軸の方向は，NE－1度の方向に向かっている。建物の規模は東西5．07m，南北5．91m，面

積は29．96戒（9．05坪）の広さの建物址である。柱穴は径20～30cm内外で，Pl～Pllが柱穴と

考えられる。屋根構造茅茸切妻妻人と考えられる。

第2号掘立建物址（12図）　本址は0～R－2～4号グリッドに発見された遺構である。遺構の

主軸の方向はNE－2度30分の方向を向く㊦　建物の規模は，東西6．15m，南北3．88m，その面

積は23．861が（7．21坪），茅茸切妻平人の建物址であったと考えられる。

第3号掘立建物址（13図）　本址は0～P－11～13グリッドに発見された遺構である。遺構の主

軸の方向は，NW－2度15分の方向を向いている。建物の規模は東西5．77m，南北3．69m，そ

の面積は，21．291迂（6．43坪）遺構は茅茸切妻平人の建物と考えられる。

第4号掘立建物址（13図）　本址は0～P－5～7グリッド区に発見された遺構である。主軸の
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第1号掘立建物址

第2号掘立建物址

12図　第1号・第2号掘立建物址実測図
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方向はNE－2度40分の方向を向く。建物の規模は東西1．82m．南北5．53mを測る。その面積

は10．061迂（3．04坪），建物は茅茸切妻造り妻人で物置に使用された建物と考えられる。

第5号掘立建物址（13図）本址は0～P－7～9グリッドに発見された遺構である。遺構の向き

NE－9度40分の方向である。規模は東西2．66m，南北2．76m，面積は7．391が（2．23坪）の広

さの建物で，構造は茅茸切妻妻人で，物置に使用されたと考えられる建物址であろう。

第6号掘立建物址（13図）　本址は0～P－6～8グリッドに発見された遺構である。遺構はN

E－11度の方向を向いている建物で，その規模は東西1．72m，南北2．82m，建物の面積は4．86

戒（．1．47坪）の広さをもつ建物である。小規模であるところから物置のような建物であったと

推測される。

第7号掘立建物址（13図）　本址はR～S－5～6グリッドに発．見された遺構である。遺構の向

きはNE－11度47分の主軸の方向をもった建物址である。その規模は東西1．76m，南北2．50m

を測る。建物の面積は4．401迂（1．33坪）と小規模な建物址である。この建物は茅茸切妻の物置

的な建物ではないだろうか。

第8．号掘立建物址（13図）　本址はS～U－3～4グリッド内に発見された遺構である。遺構の

向きはNW－5度の方向にある。遺構の規模は東西4．04m，南北2．74mを測る。その面積は，

11．06扉（3．34坪）の小規模の建物である。建物は茅茸切妻妻人の倉庫のような建物であったの

ではないかと考えられる。

第9号掘立建物吐（13図）　本址は0～Q－2～4グリッド内に発見された遺構である。この遺

構の向きはNW－38度の方向を向いている。規模は東西2．20m．南北3．41mを測る。面積は．

7．501迂（2．27坪）茅茸切妻平人の倉庫的な建物ではないかと思われる。またこの区画内には多

くのピットが検出され，4・5・6号建物址と一応考えてみたが，それだけではなく長い間に

建替が行なわれたので，こうして多くのピットが設けられたのではないかと考えられる。

遺物　鉄錘，古銭，害窯で焼かれた陶器，大窯で焼かれた陶器，恥263の天目茶碗（19図22），Nは

470の登窯の鉄粕香炉（21図53），大窯期の茶碗等が検出された。

第4節　その他の遺構（14図～17図）

第1号竪穴址（14図）　本址はU～Ⅴ－6～7グリッドに発見された遺構である。規模は東西に

1．4mを測るが，西側は用地外であるため調査は行なわなかったが，西に拡大されるものと

考えられる。南北は1．2mの土砿であり，内部は二段に作られ，その南側には2個のピット

が作られていたが何に使用されていたかは不明である。床面は厚く灰の層が堆積していたと

ころから，一般的な竪穴と異なった遺構であると考えられる。

遺物としては，Nは574の灰粕の小型徳久利の完形品（23図69）18世紀などが出土した。

第2号竪穴址（14図）　本址はS～T－6～7グリッドに発見された遺構である。規模は東西に

1．46m，南北1．32m，深さ0．58mの方形の竪穴址で．内部には小ピットが1個認められた。
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遺物はNn426の害窯期のおろし皿（20図24）が発見された。

第3号土拡（14図）本址はU～Ⅴ－2～3グリッドに発見された遺構である。規模は東西90cmを

測る。西に拡大されるが用地外のため調査はできなかった。南北1．45m，深さ0．59mの楕円

形土砿である。土砿内にはこぶし大から頭大の石が多く入っていた。また，土砿周辺には4

個の小ピットが検出されたが，土砿と何らかの関係があるものと考えられる。

遺物は大窯期の陶器片，措鉢（22図63）等が出土したこ

第2号竪穴址

二十＿十二

頗こ三こ三三裏詞．．

第3号土砿

14図　第1号・第2号竪穴址，第3号土砿，石囲炉吐実測図
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石囲炉址（14図・図版4）　本址はS－10～11グリッドに発見された遺構である。規模は，東西

1．7恥　南北2．0恥深さ0．32～0．40mを測る。炉は径30～56cm内外の自然石を組み合わせ

て造った炉で，炉内には相当多量の木炭と灰が堆積していた。また炉の北側には70～90cm，

深さ50～60。皿の灰貯穴が設けられていて，この灰貯穴からは多量の灰が貯えられていた0　こ

うした遺構は一般的な住居には認められていないところから，あるいは附近に鍛冶屋場があ

ることから鋳物に関係のある特定な炉址ではないかと考えられる。

遺物は出土番号No．548の16世紀青磁碗・Nは136大窯期の灰粕陶器が出土した。

鍛冶屋場（15図，図版8－3・4）　本址は0～R－11～13グリッドに発見された遺構である0

規模は東西7m，南北5．5mの範囲に認められた。この遺構内からは鍛冶屋の象徴と考えら

れる輔の風退部が二個所と，羽口の破片などが検出されたことにより考えられたのである。

遺物　Nnl19天目茶碗（19図21）害窯期，灰粕大型の鉢，内耳鍋（23図65・66），鉄鍔，古銭（北

宗の至道元宝），Nn390羽口（24図83），Nは618鋳型などが検出された。遺物は整窯期～大窯期

のものである。

15図　鍛冶屋場実測図
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暗きょ1号・2号（16図）　暗きょ1号は0～S－2～7グリッドに，．暗きょ2号はT・U－2

～6グリッドにそれぞれ発見された遺構である。何個所か配列の中の石を取り外してみたが，

いずれも石の下に排水水路用と思われる空洞が発見できた。

遺物は大窯期の祖母壷が多く出土した。（口絵8）
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暗きょ・ピット群・焼土群・粘土群（17図，図版2・3・4）本址は0～P－7～11グリッド

に発見された遺構である。規模は東西4．5m，南北8．0mにわたる範囲に分布している。こ

の中に粘土質の焼土塊が検出された。また，一般の粘土塊も発見されているところから，粘

土を使用する工房があったことが考えられる。

遺物　白磁小皿08図1扶Nは89天目茶碗（19図19），Nは490鉄粕香炉（21図43），Nn407の鉄粕

瀬戸天日16世紀，Nn94元祐通宝〔北宗1093年〕（25図3），Nn74至道元宝〔北宗995年〕（25図

2），そのほか鉄片などが出土した。

17図　暗きょ3号・ピット群・焼土群・粘土群実測図
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第5節　出土遺物

〔注：遺物実測図の番号　右下；出土遺物一覧表恥　中央下；遺物恥　左下；挿図Nの

青磁　（18図，口絵5，図版9）

1　中国青磁。　鉢，主郭表採である。大きさは，口径29．8cm，口縁部破片のため底部や高さは

不明。口縁は段状折り反，内面に縞蓮弁文が施されている。粕は灰黄色を呈しており，窯は中

国竜泉窯で，時期は14世紀末と考えられる。（口絵5－8）

2　青磁碗。S－10グリッド出土。大きさは口径14cm，口縁部の破片のため底部や高さは不明。

口縁部はやや内反り，外側の口縁下に花文が施されている。時代は16世紀，窯は中国竜泉窯。

（口絵5－2）

3　青磁碗。出土位置はR－11，大きさは，口径12．1m，口縁部はわずかな玉縁をなす。粕は浅

い灰青色で，時代は15世紀，竜泉窯。（口絵5－3）

4　青磁碗。出土位置Q－11グリッド，大きさは口径14cm，口縁部はやや内湾して立ち上る。外

面に印花文が施されている。粕は灰青色，時期は16世紀竜泉窯のもの。（口絵5－1）

5　青磁碗。出土位置S－7グリッド，大きさは口径12cm，口縁部ややくびれ直立する。粕は灰

青色，時期は16世紀，竜泉窯。（口絵5－4）

6　青磁。器種不明，出土位置Q－13グリッド，大きさは口径17．0cm，口縁部外反，柚は灰青色，

時期は16世紀代の中国陶器と考えられる。

7　青磁。出土地点はS－6グリッド。底部の破片であるので口径は不明であるが底部の径は推

定であるが6．0cm，付高台，柚は灰青色で高台部分まで施してあるもので，底部内のみ粕をか

けていない。窯は竜泉窯産14世紀明の時期のものと考えられる。（口絵5－13）

8　青磁。出土地点はP－13グリッド，口径17cm，口縁部外反するもので器種不明。粕はやや浅

い灰青色を呈している。産地及び時期不明。（口絵5－5）

9　青磁。出土地点はS－10グリッド。碗の底部破片．付高台，粕は灰青色で高台部分まで施し

てある。底部内のみ無粕，底部径5．6cm。産地は竜泉窯，時期は15世紀（口絵5－14）

10　青磁。出土地点はU－7グリッド。大きさは口縁部で，15．8cm，やや外反する碗形と考えら

れるもの，産地及び時期不明。（口絵5－12）

11中国白磁。出土地点はP－10グリッド，小皿。時期不明。

12　青磁。出土地点は主郭表採，算木文の香炉，大きさは口径13．8cm，時代は14世紀（明）竜泉

窯。（口絵5－6）

天目茶碗　　（19図，口絵6・7，図版9・10）

13　天目茶碗は腰部を除いて全面に鉄粕が施されている。大きさは口径約12．3C勘　底径約4．0cm，

高さ約7cmと思われる復原品。口縁部は内湾し口端にくび′れがあり，焼成良好である。S－12

グリッドで出土したもの，時代は害窯期と考えられる。（口絵7－1・図版9－2）

14　天目茶碗，S－13グリッド出土の復原品。鉄柚が高台部分を除いて施され，大きさは口径12
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底径4．2，高さ6．7C勘　高台は塘櫨で内反。口縁部が折れて立ちあがる。害窯期。（口絵7－

3・図版9－1）

15　天目茶碗でP－12グリッド出土したもので鉄粕が腰部を除いて全面に施されている。高台部

は無粕。大きさは口径11cm底径3．8cm高さ6．8cm，復原品。害窯期。（口絵7－2）

16　天目茶碗でQ－11グリッド出土。大きさは口径12．0cmあり．底径4．5cm高さ7．1cmと思われ

る復原品。口縁は折れて内湾。鉄粕が高台部分を除いて施されている。時代は害窯期。（口絵

7－4・図版9－3）

17　天目茶碗。出土地点はQ－11グリッドとされている。鉄粕が腰部と高台部分を除いて全面に

施されている。大きさは口径12．3cm，口縁部は折れるようにして立ち上る。時代は喜窯期。

（口絵6－4・図版10－12）

18　天目茶碗。Q－8グリッド出土。口径は12cm，鉄粕，口縁部はやや内湾で立ちあがる。害窯

期。（口絵6－2・図版10－15）

19　天目茶碗。0－9グリッド出土。口径は12C恥　鉄粕，口縁部はやや内湾で立ちあがる。害窯

期。（口絵6－5・図版10－14）

20　天目茶碗。T－5グリッド出土。口径は12cm，鉄粕，口縁部は折れ立ちあがる。害窯期。

（図版10－8）

21天目茶碗。出土地点は0－13グリッド。口径は11．4cm，鉄粕。喜窯期。（口絵6－3・図版

10－16）

22　天目茶碗。Q－8グリッド出土。口径は13．2cm，鉄粕，口縁部は折れて立ちあがる。喜窯期。

（口絵6－1・図版10－13）

23　天目茶碗。出土地点はT－4グリッド。高台径4．5cm，糎櫨箆削内湾。誓窯期。（図版10－11）

灰粕　（20図　口絵6，図版9・11・12）

24　灰粕おろし皿。出土地点はS－7とS－8グリッドより，口径32．8cm，口縁部は外側に折れ

て縁帯状となり，内面底部に箆刻線を格子状に引いて，おろし目としている。外側無粕部分は

大きい輯櫨目がのこる。大窯期の産。（図版12－3）

25　灰粕の深めの鉢。P－13グリッド出土。大きさは口径27．8cm，内外面灰粕が施されている。

時期は誉窯。（図版11－7）

26　灰和仏花瓶。P－10グリッド出土。底部から胴部の破片で底部の径3．5cm，糸切痕が残る。

時期大窯と考えられる。（図版11－13）

27　灰和平碗。R－9グリッド出土。大きさ径12C恥　灰粕は内全面に施されているが，外面は口

縁部のみである。時期は害窯と考えられる。（図版9－7・11－8）

28　灰和平碗。P－6グリッド出土。大きさ口径15cm，灰粕が内外面に施されている。賓窯期。

（図版12－2）

29　灰粕平碗。0－11グリッド出土。大きさ口径14cm，口縁部がやや内湾して立ち上る。腰部に

輯櫨痕が残る。大窯期。（図版11－3）
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30　縁粕皿。R－11グリッドに出土。大きさ口径10．9cm，粕は内面全体に施されているが，外面

は縁帯のみに施粕されている。また，内面に重焼のトチンが置かれた痕が認められる。誓窯の

製品。（図版11－6）

31表採。椀と思われる。底部付高台で，底部径5．8cm。大窯期。

32　灰和平碗。S－9グリッド出土。大きさ口径111cm。大窯期。（図版11－4）

33　灰粕碗。P－11グリッド出土。大きさ口径11cm。口縁は折れて立ち上る。大窯期。（図版11

－5）

34　灰粕皿。主郭表採，底部の径4．8cm，削出高台，柚は内面と口縁部のみ施されている。大窯。

（図版11－12）

35　Q－12グリッド。縁粕皿，大きさ口径9．6cm，高さ2．5cm，底部径4．2cm，糸切底。復原品。

害窯期。

36　縁粕皿。0－12グリッド出土。大きさ口径10cm。写窯期。（図版11－10）

37　線粕皿。Q－3グリッド出土。大きさ口径12．6cm。大窯期。（図版12－6）

38　縁粕皿。S－5グリッド出土。大きさ口径10．5cm，高さ2．2cm，底部径5．3cm，底部は糸切

底で復原品。誓窯期。

39　縁粕皿。P－10グリッド出土。大きさ口径9．2cm。誓窯期。

鉄粕　（21図，口絵6・7，図版9・10）

40　小壷口縁部。Q－8グリッド出土。大きさは口径4．0cm。胴径6．5cm。内面にうすい鉄粕が

施されている。誓窯末期。（口絵6－9・図版10－9）

41双耳壷。U－7グリッド出土。大きさは口径推定5．0cm。鉄粕である。大窯期。（口絵6－

6・図版10－12）

42　小壷。S－5グリッド出土。大きさは口径5．0cm。鉄粕。大窯II期。（口絵6－8・図版10－10）

43　番炉。0－10グリッド出土。大きさは口径11．2cm。口縁部平で口含が外側に折れる。口縁部

外側に鉄粕が施された箇形の香炉である。大窯期。（図版10－9・20）

44　天目茶碗。Q－3グリッド出土。大きさは口径11．0cm。口縁部がわずかにくびれ外反する。

大窯期と考えられる。（図版10－7）

45　天目茶碗。R－3グリッド出土。大きさは口径9．0cm。口縁部内湾してて口合が外反する。

大窯期。（図版10－6）

46　天目茶碗。S－7グリッド出土。大きさは口径12．6cm。粕は赤褐色の鉄粕が施されている。

誓窯期。

47　天目茶碗。大草城主郭表採。大きさは口径12cm，口縁部内湾し口合が折れ外反する。登窯期

と考えられる。

48　天目茶碗。Y－6グリッド出土。大きさは口径10．0cm。登窯期。（図版10－1）

49　天目茶碗。S－9グリッド出土，底部の径4．4cm。輪高台，薄い鉄サビ粕が施されている。

大窯期。（図版10－18）
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21図　出土遺物実測図　鉄粕（1：2）
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22図　出土遺物実測図　摺鉢（1：3）
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50　天目茶碗。主郭表採。底部径4．2cm，底部輪高台，鉄サビ粕が施されている。大窯期。（図

版10－4）

51天目茶碗。主郭表採。底部径4．3cm，底部輪高台，底部まで鉄粕が施されている。登窯期。

52　天目茶碗。Q－5グリッド出土。底部径3．4cm，輪高台，大窯期。

53　鉄粕香炉。P－7グリッド出土。口縁部破片，口径8．4cm，登窯期。（図版10－21）

54　鉄和仏花瓶。底部から胴部片，底部径5．4cm。糸切痕が残っている復原品。大窯期。（口絵

7－5・図版9－4・14－4）

摺鉢　（22図）

55　措鉢。0－5グリッド出土。大きさ口径29．8cm。口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に

薄い鉄粕が施されている。大窯期。

56　才雷鉢。S－6グリッド出土。大きさ口径30．0cm。口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に

鉄粕が施されている。大窯期。（図版13－2）

57　措鉢。T－6グリッド出土。口径23．2cm，口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に薄い鉄

粕が施され片口付。大窯期。（図版13－3）

58　指鉢。R－9グリッド出土。口径28．3C叫　口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に薄い鉄

粕が施されている。一部に目が5本みられる。大窯期。（図版15－3）

59　措鉢。R－2グリッド出土。口径25．0cm．口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に薄い鉄

粕が施され，措鉢の目の一部が認められる。大窯期。（図版13－4）

60　措鉢。0－12グリッド出土。口径24．6cm，口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に薄い鉄

粕が施された措鉢である。大窯期。（図版15－2）

61措鉢。表採。大きさ29．7cm，口縁部が内側に折り返し立ち上る。全面に薄い鉄粕が施された

措鉢である。害窯期。

62　指鉢。R－9グリッド出土。底部径9．8cm，内側に5本の櫛目が認められる。薄い鉄粕が施

される。大窯期。（図版15－4）

63　指鉢。S－7グリッド出土。底部10．0cm。糸切痕が認められる。内側面には底部におろし目

を引いている。全面に薄い鉄柚が施してある。復原品。大窯期。

その他の出土遺物（23図・24図，口絵7，図版9・11・14・15・16・17）

64　賓。S－6～R－7グリッドより出土。大きさは口径53．8cm．口縁部は外側に折り返され肥

厚である。外側面は頸部まで箆削りで整形された常滑系の聾である。大窯期。（図版11－1）

65　内耳鍋。口径26．5cm．底径23．5cm，高さ16．0cm．厚さ6．0cm～7．0cm。大窯期。（図版14－2・3）

66　内耳鍋。口径30．5cm，底径26．0cm．高さ16．7cm．黒煙付着，大窯期。復原品。（図版14－1）

67　皿。R－8グリッド出土。口径11．6cm．底径5．7cm，高さ2．7cm，土師質．底部糸切痕を残

す。賽窯期。復原品。

68　皿。Q－4グリッド出土。大きさ口径12．0cm．高さ2．7cm，高台径5．0cm，削高台，内面全
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23図　出土遺物実測図　その他1（641：4・65，661：3・67～741：2）
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体に鉄粕が施され，腰部位下施粕していない。復原品。大窯期。（図版15－6）

69　徳久利。1号竪穴址より出土。大きさは口径2．2cm，高さ9．2cm．高台径4．2cm．底部を除

いた全面に灰粕が施された登窯の製品である。完形品。（図版9－8・15－7）

70　燈明皿。P－10グリッド出土。大きさ口径11．0cm．高さ2．0cm，底径5cm．箆削，内側全体

に灰粕が施されている。復原品。登窯期。

71燈明皿。Q－10グリッド出土。大きさ口径9．4cm，内側全体に灰粕が施されている。登窯期。

72　燈明皿。Q－10グリッド出土。口径10．0cm，内側全体に灰粕が施されている。登窯期。

73　皿。大きさ口径13cm．底径6．6cm．高さ3．0cm。土師質で，復原品。登窯期。

74　燈明皿。大きさ口径10．0cm．内側に灰粕が施されている。登窯期。　　　　（以上23図）

75　刀の飾金具。主郭表採。青銅製，内長2．2m．最大巾0．7cm．厚さ0．1cmの金具。（図版16－2）

76　青銅製飾金具。柄の部分の先に付した金具と考えられる。楕円形で大きさ長径2．7cm，短径

1．6cm，厚さ0．1cm弱。0－13グリッド出土。（図版16－2）

77　金銅製飾金具。渡金が落ちているが表面にわずかに金が認められる。円形で中心に留金具の

穴が設けられている。大きさは径3．45C勘　厚さ0．1cm。今のところ何に使用されたか不明。S

－9グリッド出土。（図版16－2）

78　篭甲製算。Q－9グリッド出土。算の一部で大きさは現在の長さ4．1cm．巾0．6cm，厚さ0．25

cm．色調は篭甲色，中間で折れているので全体を知ることはできない。（図版16－2）

79　刀子。S－9グリッド出土。今回発見された刀子は4片で，実測は可能なものはこれだけで

あった。時期不明。

80　鉄鎌。U－6グリッド出土。今回発見された鉄鎌はほとんど破片であって，完成品はなかっ

た。形態は棒状のものと考えられる。全体の数は確認できないが鎌と思われるものは10個体ほ

どである。時期不明。

81相場。耐火粘土で作ったもの，大きさは径8．4cm高さ約3．5cm．厚さ1．1cmを計る。時期不明。

82　相場。耐火粘土で作ったもの，大きさは径12．5cm，深さは不明，厚さ1．1cm．かなり使用され

たもの。時期不明。（図版17－1）

83　羽口。今回発見された羽口は破片であるため全体を知ることはできないが，羽口の内径は

2．2cm程である。胎土は耐火質の強い粘土を用いている。時期不明。（図版17－1）

84　ロクロの付いた中茎鎌。今回発見された鎌は先と柄の部分が折れているので，全体の形態を

知ることができないが．刃巾は2．5cm～3．0cm程と考えられる。「ロクロ」の径は2．2cm，厚さ

0．2cm，巾0．7cm。時期不明。（図版16－3う

85　鉄環。Q－2グリッド出土。楕円形で大きさは長径4．6cm短径3．9cm．環の太さ1．3cm。何

に使用したものか不明である。時期不明。（図版16－3）　　　　　　　　　（以上　24図）

祖母懐壷

茶壷。粘土紐輪積み，頚部外面から胴部内面にかけ回転なで。鉄粕，刷毛塗り，頸部内面か

ら器表面全体と底部内面に．祖母懐銘が入っているが，大草城では今回銘の入ったものは発見

できなかった。（口絵8）
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その他

鉄屑。鍛冶屋場付近より多く出土した。採取された数は44個である。

鉄片。74個

鉄金具。3個

キセル。吸口金具3個．江戸時代のものと考えられる。

古銭　（25図・図版9・16）

古銭は発掘全域にわたって出土した。1．No．2至道元宝（北宗995年）。2．Nn74至道元宝はと

宗995年）。3．No．94元祐通宝（北宗1093）。4．Nn294聖末元宝（1101年）。　5・Nn295寛永通宝

（江戸）。　6．0－11寛永通宝（江戸）。　7．6の裏面。

大草城跡発掘された古銭

感。

番 号 遺 物 番 号 時　 代 遺 物 名 称 出　 土　 遺　 構

1 N 8 　 2 北 栄　 9 9 5 至 道 元 宝 北 の 郭 （二 の 丸 ）

2 N は　 7 4 〝　　　 J／ 〃 〃

3 Ik 　 g 4 〝　 1 0 9 3 元 祐 通 宝 〃

4 N n 2 9 4 〝　 1 1 0 1 聖 宋 元 宝 〟

5 ‰ 2 9 5 江 戸 寛 永 通 宝 〃

6 0 － 1 1 〝 〝 〝

7 6 の 裏 面

25図　大草城跡出土古銭（1：1）
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ま　　　と　　め

大草城の北ノ＿郭の発掘調査は，我々にとっては予想外の成果をもたらしてくれた0その中から

二，三主要と患われる点を指摘しまとめとしたい。

（1）掘立建物祉であるが，今回発見されたうちでも重要な遺構の一つである0発見された柱穴

の中からその規模・形態・深さ及び柱間間隔などを基準として一応建物の復元を試みたのが

図示したものである。この建物は，住居形のもの・倉庫形・簡単な物置的なもの等に分けて

復元を試みた。その外に柱穴かピットか不明な穴が多数検出された。これらは，14世紀から

戦国時代末期，さらに江戸初期に及ぶものと考えられるところから・これだけ多くの柱穴群

となってしまったものであろう。

（2）鍛冶屋場址　今回の調査区域の南半分ほどが鍛冶屋場の範囲となった0出土した遺物は鉄

鉱・刀子・小刀の破片などが発見されたことは，大方大草城に関係する物として考えられる

が，他に鎌などが発見されたことは武具として一様にとり扱われないが，そのような農具的

なものも出土していることに注目したい。そのほか，鍛冶屋場の北側に多くの粘土の塊群が

発見された。この粘土塊の付近からは，鋳型や相場などの破片がかなりの量検出されている

が，製品らしいものはついに発見されなかったが，鋳物の作業場であったことは確かである0

私は伊那地方の城館址を多く発掘しているが，大方の城址からは鋳型などが発見されている

事実から，城館に鋳物場は必要であったかも知れない。

（3）遺物の主なものは，①中国青磁である。今回検出された中国産の青磁は竜泉窯の製品が主

であり，日本製の青磁は検出することができなかった。発見された青磁は碗・皿・鉢・香炉

（算木文）などが主なものであった。これらの青磁は，14～16世紀のものであるところから・

大草城の存続期間を考えるうえで一つの基準となるものである。④天目茶碗の復元可能のも

のが10点に達した。これらの天目茶碗は14～16世紀代であるが．破片の中には登り窯の17世

紀初頭と思われる製品も含まれていた。これら天目茶碗がこれほど多く発見されたというこ

とは，大草城にかかわっていた人々が茶の湯を暗むことができる立場にあったことを如実に

物語ってくれるのである。天目茶碗のほかに西の郭からは「茶うす」が発見されていること

もあり，なおさら茶の湯が盛んであったことを思わせるのである。④そのはか碗・皿・措鉢・

徳久利などの施粕陶器が数多く発見され．大草城の文化を知る資料として重要なものとなろ

う。
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以上，重要な考古的資料から文献資料の少ない大草城の研究に大きく貢献することができたの

は，中川村宮崎昌直村長をはじめ直接文化財担当の北沢教育長，湯沢・石原次長，係の半崎節子

さん・小原妙子さん，申し遅れたが名古屋大学楢崎先生，瀬戸歴史館の宮石・藤沢先生，愛知陶

磁館の井上喜久男先生，美濃陶磁研究会の田辺昭二先生をはじめ諸先生方の特別のご指導を頂き

ましたことを，厚くお礼申し上げまとめとしたい。

調査団良　　友野　良一
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〔出土遺物一覧表〕
青磁関係

整理

No．

実測 図

挿図 No．

図　 版

N o．

遺物

N o．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm）
粕 薬 時期 備　　　 考

苦 衷持監

口径　 器 高　 高台径グリッド レベル

1 18図 7 口絵 5－1 3 18 8 S － 6 59 8．12 皿

12．1

17．0

6．0

白磁

14 C 喝泉 ハ、、

2 18図 9 口絵 5－14 18 1 S － 10 5 97．98 碗 5．6

4．0

15 C 竜泉窯 ・図版9－6

3 口絵 5－9 143 S － 7 5 98．08 碗 15 C 竜泉窯

4 18図 3

18図 8

口絵 5－3

口絵 5r 5

2 12 R － 1 1 5 97．94 碗 15 C 竜 泉窯 ・図版 9－6

5 2 14 R － 9 5 98．02 碗 16 C 竜 泉窯

6

7

2 8 9

2 4 7

P － 8

R － 8

5 98．08

5 97．8 7 碗

不明

14 C 明

不 明

竜 泉窯

8

9 3 3 4
R － 4

P － 13 5 9 7．8 4

8 4

碗

碗

不 明

16 C

竜 泉窯

1 0

1 1 18図 4 口絵 5－1
548

5 17

S － 10

Q － 11

5 9 7．

5 9 7．9 3
碗 14．0 16 C 竜 泉窯

竜泉窯

連碑 文平碗

竜泉窯

竜泉窯

竜泉窯

竜 泉窒

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

18図 10

18図 1

口絵 5－12

口絵 5－8

ノ

50 0

49 6

47 6

16

5 7

12 8

45

9 2

46

64

表採

石7

U － 7

U － 6

P － 8

S － 7

Q － 13

S － 1 1

Q － 5

0 － 9

Q － 5

Q － 9

主　 郭

＿＿Lぁロ

5 9 7．7 3

5 9 8．0 0

5 9 7．8 4

59 8．14

59 7．9 1

59 7．9 4

59 8．12

59 8．0 0

59 8．19

59 7．8 6

5 97．96

59 7．8 7

碗

碗

皿

碗

15．8

2 9．8

不 明

不 明

不 明

16 C

14 C

不 明

不 明

14 C 明

不明

15 C

14 C 末

1 4 C 末
2 3

2 4 18図 12

18図 2

口絵 5－7

口絵 5－6

表 採

表 採

主　 郭

主　 郭 香　　 炉 13．8

17．0

14 C 明
7　．‥、

竜泉窯 ・三足 算木文

2 5 表 採 主　 郭 ＝土ご璽

碗

15 C 竜泉 窯

2 6

2 7

2 8

2 9

4 0

3 1

3 2

33

34

口絵 5－11

口絵 5－10

表 採

麦 採

表 採

1 2 6

麦 採

表 採

18 0

大 草城

西 の郭

主　 郭

S － 1 1

主　 郭

主　 郭

P － 13

P － 3

0 － 11

不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

14 C 末

竜 泉窯

竜 泉窯

3 5

3 6 口絵 5－2

Q － 8

S － 10

1 7．2

1 4．0

不明

16 C 竜 泉窯

3 7 18図 5 口絵 5－4 8 S － 7 5 9 8．16 碗

小　　 皿

1 2．0 16 C 竜 泉窯

38

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

18図 6

18図 11

2 3

表採

3 8 5

表採

34

2 28

Q 二一13

主　 郭

P － 10

主　 郭

Q － 9

S － 11

S － 8

5 9 7．8 8

59 7．9 0

59 7．9 6

59 7．8 1

1 7．0 16 C

16 C

不 明

〝

〝

〝

〝

中国陶器

竜 泉窯

整 理

No．

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

実 測 図

挿 図 No．

図　 版

No．

遺物 出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm）
粕 薬 時 期 備　　　 考

No． グリッド レベ ル 口径 器 高 高 台径

7 7－1

10 1

1 29

2 29

26 5

26 6

30 8

30 9

36 5

38 2

40 5

Q － 3

0 － 13

S － 1 1

S － 8

Q － 8

Q － 8

P － 10

0 － 8

U － 3

Y － 6

R － 8

S － 1 0

U － 4

5 98．25

5 97．92

5 97．9 1

5 97．78

5 97．8 6

5 97．98

5 98．10

5 98．05

5 98．09

5 97．94

5 97．82

書 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／／
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（天日関係）

整 理

Nn

実 測 図 図　　 版

N o．

遺 物

N o．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

‾覇 画 面 ‾ グ リ ッ ド レ ベ ル 口 径　 器 高　 高 台 径

58

59

6 0

6 1

6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

6 8

6 9

7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

7 8

7 9

8 0

8 1

8 2

8 3

8 4

8 5

8 6

8 7

8 8

8 9

9 0

9 1

9 2 2 1 図 4 6

口 絵 6－ 1

口 絵 6－ 5

口 絵 6 －4

口 絵 6 － 3

10 － 8

1 0 － 1 1

口 絵 6 －7

10 － 6

10 － 7

15 － 17

1 0 － 1 8

1 5 1

2 0 4

3

1 5

6 8

1 0 2

1 4 8

1 6 2

2 0 0

2 1 9

2 2 3

2 3 0

r2 3 6
2 9 0

2 9 3

2 9 8

3 3 0

3 4 1

3 4 2

4 0 7

4 2 5

4 4 6

4 4 7

4 7 7

1 4 0

0 － 13

R － 12

S － 13

S － 9

5 － 7

S － 9

0 － 11

S － 5

S － 9

S － 12

S － 6

S － 6

R － 7

R － 7

P － 7

0 － 6

P － 7

0 － 12

U － 7

U － 7

P － 9

T － 6

R － 7

R － 7

P － 9

0 － 1 1

P － 11

Q － 6

Q － 7

Q － 12

S － 7

S － 11

S － 1 1

S － 1 1

S － 7

59 7 ．73

5 9 7 ．8 5

5 7 8 ．0 6

5 7 8 ．14

5 9 7 ．8 9

5 9 7 ．8 4

5 9 8 ．11

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．8 2

5 9 7．9 0

5 9 8．0 2

5 9 7．9 7

5 9 7．9 6

5 9 8 ．08

5 9 8 ．30

5 9 8 ．0 2

5 9 7 ．82

5 9 8 ．02

5 9 8 ．06

5 9 8 ．05

5 9 8 ．15

5 9 7 ．8 5

5 9 7 ．8 8

5 9 7 ．90

5 9 8．0 1

天 目 茶 碗

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

12 ．6

4 ．5

4 ．4

鉄 粕

鉄 粕

〝

〝

鉄 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

登 窯

〝

〝
大 窯

〝

〝

〝

〟

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
窒 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
大 窯

書 窯

〝
大 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
登 窯

瀬 戸 天 日

瀬 戸 天 日

図 版 10 －13掘 立 建 物 址

9 3

94

9 5

9 6

9 7

9 8

9 9

1 0 0

1 0 1

1 0 2

1 0 3

1 0 4

1 0 5

1 0 6

1 0 7

1 0 8

1 0 9

1 1 0

1 1 1

1 1 2

1 1 3

1 1 4

1 1 5

1 1 6

1 1 7

1 1 8

1 9 図 2 2

1 9 図 1 9

1 9 図 1 7

1 9 図 2 1

1 9 図 20

1 9 図 23

2 1図 4 5

2 1図 4 4

2 1図 49

2 1図 47

2 6 3

8 9

3 5 3

5 3 0

6 0 2

1 1 9

6 1 4

4 9 7

4 1 7

表 採

5 6 7

1 3

1 4

2 8 2

3 4 6

7 9

5 5 9

5 9 － 1

3 4 5

5 1 6

1 5 2

表 採

Q － 8

0 － 9

U － 6

Q － 1 1

U － 3

0 － 13

T － 5

U － 6

T － 4

大 草 城

S － 11

S － 7

S － 7

R － 3

U － 7

Q － 3

Q － 1 0

S － 7

R － 9

Q － 1 1

U － 7

Q － 8

U － 5

S － 9

R － 7

大 草 城

5 9 7．8 2

5 9 8．02

5 9 8 ．12

5 9 7 ．67

5 9 7 ．8 5

5 9 7 ．76

5 9 7 ．76

5 9 8 ．0 0

5 9 8 ．14

5 9 7 ．7 6

5 9 8 ．16

5 9 8 ．16

5 9 8 ．0 9

5 9 8 ．0 6

5 9 7 ．9 6

5 9 7．8 1

5 9 7．94

5 9 8 ．09

5 9 7 ．8 2

5 9 7 ．9 1

1 3 ．2

1 2 ．0

1 2．3

1 1．4

12 ．0

9 ．0

11 ．0

12 ．0

図 版 10 － 14

図 版 10 － 12

図 版 10 － 16鍛 冶 屋 場
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（天日関係）

盤 理

No．

実 測 図

挿 図 N n

図　 版

N n

遺 物

N o．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

グ リ‾ッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

1 19

1 2 0

1 2 1

1 2 2

1 2 3

2 0 図 3 1

2 1 図 5 0

2 1 図 5 1

1 9 図 16

1 0 － 4

口 絵 7 －4

表 採

表 採

表 採

6 3

大 草 城

0 － 5

主　 郭

主　 郭

Q － 11 5 9 7 ．6 6

碗

天 目 茶 碗

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

12 ．0 （ 7 ．1 ）

5 ．8

4 ．2

4 ．3

（4 ．5 ）

鉄 料

〝

〝

〝

〝

〝

〝

大 窯

登 窯

大 窯

登 窯

書 窯

〝

〝

〝

〝
大 窯

登 窯

〝

〝

〝
不 明

〝

〝
窒 窯

〝

〝

〝

復 原 品 ・ 図 版 9 － 3

1 2 4 1 9 図 14 口 絵 7 －3 1 2 1 S － 13 ・ 5 9 7 ．77 1 2 ．3 6 ．7 4 ．2 〝　　 図 版 9 － 1

1 2 5 1 9 図 1 5 口 絵 7 －2 5 6 1 P － 12 5 9 7 ．7 9 1 1 ．0 （ 6 ．8 ） （3 ．8 ） 〝

〝　　 図 版 9 － 21 2 6 1 9 図 1 3 口 絵 7 －1 1 7 9 S － 12 5 9 7 ．9 3 1 2 ．3 （ 7 ．0 ） （4 ．0 ）

1 2 7

1 2 8

1 2 9

1 3 0

1 3 1

1 3 2

1 3 3

1 3 4

1 3 5

1 3 6

1 3 7

1 3 8

1 3 9

1 9 図 1 8 口 絵 6－ 2 2 6 4

3 3 9

6

1 4 1

2 7 6

4 6 1

1 4 5

1 4 6

1 5 0

1 7 1

2 6 1

4 7 8

6 0 4

Q － 8

T － 6

S － 7

S － 7

Q － 1 0

S － 7

S － 5

S － 5

S － 5

S － 5

Q － 8

P － 9

U － 3

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．28

5 9 8 ．16

5 9 7 ．9 7

5 9 7．9 4

5 9 7．6 6

5 9 8 ．18

5 9 8 ．2 2

5 9 8 ．0 6

5 9 7．9 7

5 9 7．8 2

5 9 7．9 2

5 9 7．9 4

1 2 ．0 図 版 10 － 15

整 理

N n

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ） 粕 薬 時 期 備　　　 考
挿 図 No． グ リ ッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

14 0

1 4 1

1 4 2

1 4 3

1 4 4

1 4 5

1 4 6

1 4 7

2 0図 32

2 0 図 27

2 0 図 24

1 2 － 5

1 2 － －1

1 1 － 4

9 － 7

5 0

5 1

6 2

9 8

表 採

1 3 4

2 0 2

2 4 5

Q － 5

Q － 5

Q － 1 1

0 － 1 3

西 ノ郭

S － 9

R － 1 2

R － 9

5 9 8 ．1 2

5 9 8 ．1 7

5 9 7 ．7 7

5 9 8 ．02

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．8 9

5 9 7 ．8 0

大 型 平 碗

平　　 碗

大 型 平 碗

大 型 の 鉢

四 耳 壷

平　　 碗

平　　 碗

1 1．0

1 2．0

3 2．8

灰 粕

〝

〝〝　〝

〝〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

書 窯

〝

〝

〝

〝
大 窯

〝
窒 窯

鍛 冶 屋 場

図 版 1 1 － 8

2 号 竪 穴 址

石 囲 炉 址

14 8

1 4 9

1 5 0

1 5 1

1 5 2

1 5 3

1 2 － 4

1 2－ 3 I 4 2 6

2 4 9

3 0 3

3 0 4

3 2 9

4 1 9

・55 1

R － 6

P － 9

P － 9

0 － 12

T － 5

S －7 ・8

5 9 7 ．92

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．8 0

5 9 8 ．13

5 9 7 ．8 0

お ろ し 皿

平 茶 碗 片

四 耳 壷

お ろ し 皿

大 窯

書 窯

〝

〝

〝
大 窯

15 4 2 0 図 3 6 1 1 － 10 5 8 4 0 － 12 5 9 7 ．8 2 縁 粕 皿 10 ．0 書 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝
大 窯

書 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

15 5

1 5 6

1 5 7

1 5 8

1 5 9

1 6 0

1 6 1

1 6 2

1 6 3

1 6 4

1 6 5

1 6 6

1 6 7

1 6 8

1 6 9

1 7 0

1 7 1

1 7 2

1 7 3

°1 7 4

1 7 5

2 0 図 25

2 0 図 3 7

2 0 図 3 0

1 1 － 7

1 2 － 6

1 1 － 14

1 1 － 6

1 1 － 9

5 6 6

6 1 3

6 1 7

表 採

表 採

7 3

7 6 － 1

4 2 7

1 3 6

2 0 1

1 7 8

2 1 1

2 1 5

2 2 2

2 3 2

2 4 8

2 5 9

2 7 2

2 9 9

3 1 0

3 1 2

P － 13

T － 5

S － 4

古　 城

大 草 城

Q － 7

Q － 3

S － 8

S － 9

R － 12

R － 13

R － 1 1

R － 9

S － 6

R － 7

R － 7

R － 10

Q － 5

0 － 9

0 － 8

0 － 8

5 9 7 ．73

5 9 7 ．75

5 9 7 ．9 4

5 9 7 ．9 7

5 9 8 ．2 7

5 9 7 ．8 3

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．9 0

5 9 7 ．9 2

5 9 7 ．9 8

5 9 7 ．9 8

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．0 8

5 9 7 ．9 2

5 9 8 ．0 8

5 9 7 ．9 7

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．0 6

5 9 7 ．8 9

深 め の 鉢

平　　 碗

四 耳 壷

平 碗 高 台 付

縁 粕 皿

＝ヒ璽
縁 粕 皿

平　　 碗

27 ．8

1 2 ．6

1 0 ．9

－　47　－



（灰軸関係）

整 理

N o．

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考 L

挿 図 N o． グ リ ッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

17 6

1 7 7

1 7 8

2 0 図 2 6

2 0 図 3 3

1 1 － 13

1 1 － 5

3 2 1

3 2 2

3 2 6

P ．－ 10

0 － 11

P － 11

5 9 7 ．9 2

5 9 7 ．9 3

5 9 7 ．8 6

仏 花 瓶

碗 1 1．0

3 ．5

4 ．8

灰 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

大 窯 ・

書 窯

大 窯

〝
書 架

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
大 窯

書 窯

〝

〝

〝
大 窯

〝

〝

〝

〝

登 窯

〝

〝

／′

〝

〝

〝

掘 建 建 物 址

17 9

1 8 0

1 8 1

1 8 2

1 8 3

1 8 4

1 8 5

1 8 6

1 8 7

1 8 8

1 8 9

1 9 0

1 9 1

1 9 2

1 9 3

1 9 4

1 9 5

1 9 6

1 9 7

1 9 8

1 9 9

2 0 0

2 0 1

2 0 2

2 0 3

2 0 4

2 0 5

2 0 6

2 0 7

2 0 8

2 0 9

2 1 0

2 1 1

2 1 2

2 1 3

2 1 4

2 1 5

2 1 6

2 1 7

2 1 8

2 1 9

2 2 0

2 2 1

2 2 2

2 2 3

2 2 4

2 2 5

2 2 6

2 2 7

2 2 8

2 2 9

2 3 0

2 3 1

2 3 2

2 3 3

2 3 4

2 3 5

2 3 6

2 0 図 2 9

2 0 図 2 8

2 0 図 34

1 1 － 3

12 － 2

1 1 － 11

1 1 － 12

3 2 7

3 3 5

3 5 7

3 7 7

3 7 9

3 8 0

3 8 7

3 9 1

4 1 3

4 2 2

． 42 9

4 4 1

4 6 4

4 5 0

4 7 2

4 7 3 ．

4 7 5

5 0 6

5 1 5

5 2 1

5 6 4

2 7 3

表 採

〝

〝－

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

4 0 9

6 0 1

9 1

4 2 0

麦 採

13 3

9

1 8

3 5

3 6

3 7

4 2

4 4

0 － 11

T － 7

U － 5

Ⅹ － 6

Ⅹ － 6

Z － 6

Q － 2

P － 6

P － 10

T － 6

T － 3

T － 5

Q － 6

R － 7

0 － 7

0 － 8

P － 8

T － 5

U － 5

R － 4

0 － 12

Q － 1 1

Q － 8

Q － 7

Q － 10

R － 9

R － 9

S － 4

T － 5

T － 5

大 草 城

西 ノ 郭

主　 郭

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
P － 10

U － 5

0 － 9

T － 5

大 草 城

．S － 9
S － 7

S － 7

Q － 9

Q － 9

Q － 9

Q － 7

Q － 5

59 8 ．0 0

5 9 8 ．0 9

5 9 7 ．9 6

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．0 3

5 9 7 ．9 2

5 9 8 ．11

5 9 8 ．18

5 9 7．9 7

5 9 8．10

5 9 8 ．2 5

5 9 7．9 3

5 9 7．9 5

5 9 7 ．88

5 9 8 ．0 0

5 9 8 ．0 3

5 9 7 ．92

5 9 8 ．0 3

5 9 7 ．9 3

5 9 7 ．96

5 9 7 ．72

5 9 8 ．09

5 9 7 ．4 4

5 9 7 ．7 1

5 9 8 ．02

5 9 8 ．09

5 9 7 ．93

5 9 8 ．14

5 9 8 ．12

5 9 7 ．98

5 9 8 ．04

5 9 7 ．98

5 9 8 ．02

5 9 8 ．16

平　　 碗

平　　 碗

縁 粕 皿

皿

皿

〝
山 茶 碗

こ　 ね 鉢

14 ．0

15 ．0

一　48　－



（灰軸関係）

整 理

No．

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ） 粕 薬 時 期 備　　　 考
挿 図 N n グ リ ッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

23 7

23 8

23 9

24 0

24 1

2 4 2

24 3

2 4 4

2 4 5

2 4 6

2 4 7

2 4 8

2 4 9

2 5 0

‘2 5 1

2 5 2

2 53

2 54

2 55

2 56

2 57

2 58

2 59

2 60

2 6 1

2 62

2 63

2 64

26 5

26 6

26 7

26 8

26 9

27 0

27 1

27 2

27 3

27 4

27 5

27 6

27 7

27 8

27 9

2 8 0

2 8 1

2 8 2

2 8 3

2 84

2 8 5

2 8 6

2 87

2 88

2 89

2 90

2 9 1

2 92

2 93

2 94

2 95

2 96

2 97

2 3 図 7 4

2 3 図 72

2 3 図 7 1

56

90

93

2 27

2 6 7 2

2 85

3 33

3 66

38 1

5 07

3 20

3 23

5 27

表 採

／′

／′

S － 5

0 － 9

0 － 9

S － 8

Q － 8

S － 3

P － 12

U － 3

B － 6

U － 7

0 － 10

0 － 1 2

0 － 1 2

0 － 9

0 － 1 0

P － 6

P － 8

P － 8

Q － 2

Q － 3

Q － 5

Q － 6

Q － 6

Q － 10

Q － 10

Q － 10

Q － 10

Q － 10

Q － 10

Q － 10

Q － 10

Q － 13

R － 3

R － 3

R － 7

R － 7

R － 6

R － 9

R － 10

R － 1 1

S － 3

S － 5

S － 5

S － 5

S － 8

S － 8

S － 9

S － 9

S － 9

S － 11

S － 12

S － 13

U － 14

T － 4

T － 6

U － 4

Y － 6

U － 4

主　 郭

〝

〝

59 8 ．3 3

59 8 ．0 3

59 7 ．9 5

59 7 ．8 5

59 7 ．8 0

59 8 ．14

59 7 ．9 3

59 8 ．13

59 7 ．9 2

59 7 ．8 6

59 7 ．9 5

59 7 ．9 5

59 7 ．8 5

燈 明 皿

皿

燈 明 皿

縁 粕 皿

燈 明 皿

燈 明 皿

1 0．0

12 ．6

10 ．0

9 ．4

灰 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝　－

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

′′

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

／′

／′

〝

／／

〝

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

／′

′′

〝

〝

大 窯

登 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

′′

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝
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（灰軸関係）

整 理

Nn

実 測 図 図　 版

Nn

遺 物

Nn

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ） 粕 薬 時 期 備　 ． 考
挿 図 Nn グ リ ッ ．ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

29 8

2 9 9

3 0 0

3 0 1

3 0 2

3 0 3

3 0 4 2 0 図 35

9＿8 ・ 15－7

表 採

〝

〝

〝

〝

〝

5 9 3

主　 郭

〝
大 草 城

〝

〝

〝

Q － 12 5 9 7 ．7 9 縁 粕 皿 9 ．2 2 ．5 4 ．2

灰 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

登 窯

〝

〝

〝

〝

〝
窒 窯 復 原 品

3 05 2 3 図 70 4 0 8 P － 10 5 9 7 ．4 3 燈 明 皿 1 1．0 2 ．0 5 ．0 登 窯 復 原 品

3 06 2 0 図 38 1 6 7 S － 5 59 8 ．0 0 縁 粕 皿 10 ．5 2 ．2 5 ．3 書 窯 復 原 品

3 07 2 3 図 69 5 7 4 U － 7 59 7 ．8 5 徳 久 利 2 ．2 9 ．2 4 ．2 登 窯 1 号 竪 穴 址 ，・完 形 品

3 08

3 0 9

3 1 0

3 1 1

3 1 2

3 1 3

3 1 4

3 1 5

3 1 6

3 1 7

3 1 8

3 1 9

3 2 0

3 2 1

3 2 2

3 2 3

3 2 4

3 2 5

3 2 6

3 2 7

3 2 8

3 2 9

3 3 0

3 3 1

3 3 2

3 3 3

3 3 4

3 3 5

3 3 6

3 3 7

3 3 8

3 3 9

3 4 0

3 4 1

3 4 2

3 4 3

3 4 4

3 4 5

3 4 6

3 4 7

3 4 8

3 4 9

3 5 0

3 5 1

3 5 2

3 5 3

3 5 4

3 5 5

3 5 6

3 5 7

3 5 8

2 0 図 39 3 0 7

2 7 7

表 採

〝

〝

〝

19

2 1

3 0

4 9

5 3

9 5

5 5

2 0 7

2 7 0

2 7 8

2 8 3

3 0 1

3 0 6

3 7 4

3 9 5

4 1 6

4 3 7

4 4 0

4 7 4

4 8 1

5 4

P － 10

Q － 7

0 － 1 1

P － 2

P － 4

P － 3

Q － 7

Q － 13

R － 6

R － 7

S － 6

S － 8

S － 9

P － 4

T － 4

主　 郭

〝
古　 城

〝

R － 6

S － 7

Q － 1 3

Q － 9

Q － 5

S － 5

0 － 1 3

S － 9

R － 1 1

Q － 7

Q － 4

0 － 1 2

P － 9

P － 1 0

T － 2

P － 2

P － 1 0

U － 6

T － 5

0 － 9

P － 1 0

S － 5

0 － 9

0 － 9

0 － 9

0 － 1 0

0 － 1 1

0 － 1 2

0 － 13

P － 7

P － 7

P － 7

59 8 ．0 0

5 9 8 ．0 4

5 9 8 ．12

5 9 7 ．96

5 9 8 ．08

5 9 8 ．17

5 9 8 ．32

5 9 7 ．8 3

5 9 8 ．3 1

5 9 7 ．98

5 9 8 ．09

5 9 7 ．97

5 9 8 ．12

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．00

5 9 8 ．15

5 9 8 ．18

5 9 7 ．8 8

5 9 7 ．96

5 9 7 ．97

5 9 7 ．9 5

5 9 7 ．90 －

5 98 ．32

縁 粕 皿 9 ．2 嘗 窯

大 窯

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
登 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
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（灰軸関係）

整 理

N o．

3 5 9

3 6 0

3 6 1

3 6 2

3 6 3

3 6 4

3 6 5

3 6 6

3 6 7

3 6 8

3 6 9

3 7 0

3 7 1

3 7 2

3 7 3

3 7 4

・3 7 5

3 7 6

3 7 7

3 7 8

3 7 9

3 8 0

3 8 1

3 8 2

3 8 3

3 8 4

3 8 5

3 8 6

3 8 7

3 8 8

3 8 9

3 9 0

3 9 1

3 9 2

3 9 3

3 9 4

3 9 5

3 9 6

3 9 7

3 9 8

3 9 9

4 0 0

4 0 1

4 0 2

4 0 3

4 0 4

4 0 5

4 0 6

4 0 7

4 0 8

4 0 9

4 1 0

4 ユ 1

4 1 2

4 1 3

4 1 4

4 1 5

4 1 6

4 1 7

4 1 8

4 1 9

実 測 図 図　 版

N o．

遺 物 出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （c m ）

一一一一　　　一一一一　　　　／
粕 薬 時 期 備　　　 考

挿 図 N o ． N o．

表 採

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／／

〝

〝

グ リ ッ ド

P － 8

P － 8

P － 9

P － 8

P － 8

Q － 1

Q － 1

Q － 4

Q － 5

Q － 6

Q － 6

Q － 6

Q － 7

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 0

Q － 1 3

R － 3

R － 6

R － 6

R － 6

R － 9

S － 3

S － 5

S － 5

S － 5

S － 6

S － 6

S － 6

S － 6

S － 7

S － 7

S － 9

S － 9

S － 9

S － 9

S － 9

S － 1 1

S － 1 2

S － 1 2

西 ノ 郭

大 草 城

〝

〝

〝

〝

／′

〝

／／

〝

S － 6

S － 6

S － 9

T － 4 ．

T － 5

T － 5

レ ベ ル 口 径 器 尚 南 台 径

灰 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〟

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

〝

〝

登 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／／

〝
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（灰粕関係）

整 理

N o．

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

挿 図 N n グ リ ッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

4 2 0

4 2 1

4 2 2

4 2 3

4 2 4

4 2 5

4 2 6

4 2 7

4 2 8

4 2 9

4 3 0

4 3 1

4 3 2

4 3 3

4 3 4

4 3 5

4 3 6

4 3 7

4 3 8

4 3 9

8 2

表 採

〝

〝

〝

2 3 1

3 6 1

4 1 1

4 9 4 －

5 24

5 2 5

T － 5

‘T － 6

T － 6

T － 7

T － 7

0 － 1 3

Q － 6

Q － 12

Q － 13

R － 9

古　 城

〝

〝
大 草 城

R － 7

U － 4

P － 11

T － 7

0 － 12

0 － 12

5 9 7 ．9 2

5 9 8．0 4

5 9 8 ．08

5 9 7 ．4 3

5 9 7 ．8 7　‾

5 97 ．80

5 9 7 ．72

灰 粕

〝

〝

〝

〝

〝

’〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝　－

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

登 窯

〝

〝

〝

〝
不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

整 理

No．

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

挿 図 Nn グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

44 0

4 4 1

4 4 2

4 4 3

4 4 4

4 4 5

4 4 6

4 4 7

4 4 8

4 4 9

4 5 0

4 5 1

4 5 2

4 5 3

4 5 4

4 5 5

4 5 6

4 5 7

4 5 8

4 5 9

4 6 0

4 6 1

4 6 2

4 6 3

4 6 4

4 6 5

4 6 6

4 6 7

4 6 8

4 6 9

4 7 0

4 7 1

4 7 2

4 7 3

4 7 4

4 7 5

4 7 6

2 2 図 5 6

2 2 図 5 8

2 2 図 60

2 2図 6 1

2 2 図 62

2 2 図 6 3

1 0 － 3

13 － 2

1 5 － 3

15 － 2

13 － 1

15 － 4

13 － 5

1 4 4

1 8 9

表 採

5 2

1 9 3

2 2 1

2 4 3

2 6 8

2 7 4

5 8 3

2 0 6

2 1 7

2 1 8

表 採

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
2 2 4

2 8 0

5 1 1 ・5 1

S － 7

S － 6

大 草 城

0 － 5

Q － 5

S － 6

S － 6

R － 9

Q － 6

R － 11

0 － 12

R － 11

S － 6

S － 6

Q － 6

S － 6

S － 8

S － 9

S － 1 1

S － 12

T － 4

T － 5

西 ノ郭

古　 城

主　 郭

〝

〝

〝
大 草 城

〝
R － 9

R － 4

3 1 U － 5

Q － 2

R － 8

R － 6

U － 2

59 8 ．0 4

5 9 8 ．0 0

5 9 8 ．3 2

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．0 1

5 9 7．9 5

5 9 8 ．0 5

5 9 7 ．9 1

5 9 7 ．68

5 9 7 ．86

5 9 8 ．00

5 9 8 ．05

5 9 8 ．15

5 9 8 ．0 9

5 9 7 ．9 8

碗

据　　 鉢

〝

措　　 鉢

措　　 鉢

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

〝

3 0 ．0

2 8 ．3

2 4 ．6

29 ．7

9 ．8

10 ．0

鉄 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

誉 窯

〝

〝

〝

〝

〝
大 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

／′

〝

〝

〝
書 窯

大 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝 復 原 品
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（鉄軸関係）

整 理

N o．

実 測 図 図　 版

N o．

遺 物

N o．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

口 径　 器 高 高 台 径挿 図 No． グ リッ ド レ ベ ル

4 7 7

4 7 8 21 図 4 0 口 絵 6 －9 °

表 採

4 0 1

大 草 城

Q － 8 5 9 8 ．2 5

措　　 鉢

小　　 壷 4．0

2 ．7

3．4

5 ．0

5 ．4

鉄 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

書 窯

〝
大 窯

図 版 10 － 9

4 7 9 2 1 図 4 2 口 絵 6 －8 14 9 S － 5 59 8 ．0 4 小　　 壷 5 ．0 図 版 10 － 10

片 口 付

図 版 10 － 12

4 8 0 2 1図 4 3 10－19 ・2 0 3 1 6 ・49 0 1 0 －10 59 8 ．0 0 ・香　　 炉 1 1．2 〝
登 窯

大 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

4 8 1

4 8 2

4 8 3

48 4

48 5

48 6

48 7

48 8

48 9

4 90

4 91

4 92

4 93

2 1図 4 8

2 1図 5 2

22 図 5 7

2 1図 4 1

10 － 1

15 － 1

13 － 3

15 － 5

1 3 － 7

口 絵 6 －6

6 2 冒 l

1 04 ・10

6 1 ・6 7

4 2 1

5 52

10

3 62

3 49

表 採

1 7

30 5

3 13

3 17

32 4

32 5

34 3

34 4

3 63

3 64

38 6

38 9

4 59

4 66

4 99

5 77

6 1 5

2 2 0

4 3

3 28

1 0 9

13 7

17 2

2 0 3

2 13

35 4

35 5

35 8

4 12

45 1

45 8

56 0

59 0

60 3

60 5

4 30

Y － 6

Q － 5

引 S －7

Q － 1 1

T － 6

R － 8

S － 7

U － 4

．S － 4
R － 6

R － 6

S － 9

U － 7

59 7 ．9 8

59 8 ．2 0

59 8 ．15

59 7 ．7 2

59 8 ．0 6

59 7 ．76

59 8 ．14

5 98 ．05

5 98 ．09

5 9 8 ．2 1

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．8 7

5 9 7 ．8 9

59 8 ．0 5

59 8 ．0 6

59 8 ．0 7

59 8 ．14

59 7 ．9 1

5 98 ．1 1

5 97 ．70

5 97 ．92

5 97 ．72

5 97 ．83

5 98 ．00

5 9 7．8 3

5 9 7．9 9

5 9 7．9 1

5 9 8．11

59 7．9 9

59 8 ．0 0

5 9 7 ．8 5

59 7 ．9 9

59 8 ．0 6

59 8 ．0 6

59 8 ．2 2

59 8 ．‾2 2

59 7 ．8 7

59 7 ．8 6

59 7 ．68

59 7 ．78

5 97 ．98

5 97 ．98

5 98 ．16

天 目 茶 碗

天 目 茶 碗

措　　 鉢

〝

〝

〝

〝

〝
祖 母 懐 壷

〝

〝
双 耳 壷

1 0 ．0

2 3 ．2

5 ．0

4 94

4 95

4 96

4 97

4 98

4 99

5 00

5 0 1

5 0 2

5 0 3

50 4

50 5

50 6

50 7

50 8

50 9

5 10

5 11

5 12

5 13

5 14

5 15

5 16

5 17

5 18

5 19

5 20

5 2 1

5 22

5 23

5 24

5 25

5 26

5 27

5 28

5 2 9

5 3 0

5 3 1

5 3 2

5 3 3

53 4

53 5

53 6

53 7

2 3 図 68

22 図 5 9

22 図 55

2 1 図 54

15 － 6

10 － 18

13 － 4

口 絵 7 －5

口 絵 8 －1

口 絵 8 －2

口 絵 8 －5

口 絵 8 －4

口 絵 8 － 3

口 絵 8 － 6

Q － 4

古　 城

S － 7

P － 9

0 － 10

P － 10

0 － 10

0 － 10

U － 7

U － 7

U J 4

U r 3

P － 10

R － 6

R － 2

S － 6

P － 7

U － 7

0 － 12

T － 4‘

0 － 10

0 － 5

S － 6

Q － 5

0 － 1 2

S － 7

S － 9

S － 5

R － 12

R － 9

U － 5

U － 5

T － 4

P － 11

T － 7

T － 7

S － 13

P － 12

U － 3

T － 5

P － 10

0 － 9

P － 4

Q － 7

皿

据　　 鉢

祖 母 懐 壷

括　　 鉢

据　　 鉢

据　　 鉢

仏 花 瓶

祖 母 懐 壷

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

12 ．0

2 5 ．0

29 ．8

復 原 品 ‘

復 原 品 ・図 版 9 －4 ，14 －4
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（鉄粕関係）

整 理

N o．

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 ± ＿」 虹 且
器　 種

法　 量 （cm ）
柚 薬 時 期 備　　　 考

挿 図 N o． グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

5 3 8

5 3 9

5 4 0

5 4 1

5 4 2

5 4 3

5 4 4

5 4 5

5 4 6

5 4 7

5 4 8

5 4 9

5 5 0

5 5 1

5 5 2

5 5 3

5 5 4

5 5 5

5 5 6

5 5 7

5 5 8

5 5 9

5 6 0

5 6 1

5 6 2

5 6 3

5 6 4

5 6 5

5 6 6

5 6 7

5 6 8

5 6 9

5 7 0

5 7 1

5 7 2

5 7 3

5 7 4

5 7 5

2 1 図 5 3 1 0 － 2 1

1 0 － 22

1 3 －6 I2 7 9

表 採

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

4 7 0

4 7 1

1 1 3

4 3 3

4 4 4

4 8 8

・4 93 I

5 0 4

5 0 9

5 4 2

6 2 3

Q － 7

Q － 7

Q － 7

Q － 7

Q － 7

R － 6

R － 7

R － 9

S － 3

S － 3

T － 4

T － ‘4

大 草 城

主　 郭

／′

〝

〝

〝
大 草 城

〝
S － 9

Q － 1 3

P － 7

P － 7

Q － 7

P － 1 1

T － 6

0 － 5

R 一 一6

S － 7

T － 7

T － 6

P － 10

－4 ．N －1 0
P － 6

U － 6

S － 1 2

Ⅹ － 6

59 7 ．9 0

5 9 7 ．8 9

5 9 8．04

5 9 7 ．88

5 9 7 ．8 7

5 9 7 ．89

5 9 7 ．95

5 9 8 ．05

5 9 7 ．93

5 9 7 ．8 8

5 9 8 ．0 2

祖 母 懐 壷

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

香　　 炉

措　　 鉢

措　　 鉢

8 ．4 鉄 粕

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

大 窯

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
誉 窯

大 窯

〝

〝

〝

〝

〝
登 窯

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
大 窯

〝

〝

〝

〝

掘 建 建 物 址

整 理

No．

実 測 図 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
和 薬 時 期 備　　　 考挿 図 No． グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

5 76 2 3 図 67 2 4 6 R － 8 5 9 7 ．8 4 皿

〝

1 1．6 2 ．7 5 ．7 奮 窯 復 原 品

〝57 7

5 7 8

5 7 9

5 8 0

5 8 1

5 8 2

5 8 3

5 8 4

5 8 5

5 8 6

5 8 7

5 8 8

5 8 9

5 9 0

5 9 1

5 9 2

5 9 3

5 9 4

5 9 5

2 3図 73 5 2 3

7

1 1

2 2

7 0

1 1 8

1 2 3

1 5 4

1 5 7

1 7 0

1 7 7

1 8 4

1 8 5

1 8 7

1 9 2

2 3 8

2 4 2

2 6 9

2 7 1

0 － 12

S － 7

S － 7

Q － 13

Q － 11

0 － 13

0 － 13

Q － 13

S － 7

S － 5

R － 13

S － 8

S － 8

S － 8

S － 6

R － 7

S － 6

Q － 7

Q － 6

5 9 7．8 4

5 9 8．1 6

5 9 8 ．1 7

5 9 7 ．9 1

5 9 7 ．75

5 9 7 ．8 3

5 9 7 ．78

5 9 7 ．73

5 9 7 ．96

5 9 8 ．0 3

5 9 7 ．78

5 9 7 ．8 6

5 9 7 ．9 2

5 9 7 ．9 2

5 9 7 ．9 3

5 9 7．9 3

5 9 7．8 9

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．03

1 3 ．0 3．0 6 ．6 登 窯

不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

／′
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（土師関係）

整 理

N o．

実 測 図

挿 図 No．

図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 ‘ 時 期 備　　　 考

グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

5 9 6

5 9 7

5 9 8

5 9 9

6 0 0

6 0 1

6 0 2

6 0 3

6 0 4

6 0 5

6 0 6

6 0 7

6 0 8

6 0 9

6 1 0

6 1 1

6 1 2

6 1 3

6 1 4

6 1 5

6 1 6

6 1 7

6 1 8

6 1 9

．62 0
6 2 1

6 2 2

6 2 3

6 2 4

6 2 5

6 2 6

6 2 7

4 3 6

4 4 3

4 6 2

4 6 5

4 6 9

4 9 2

4 9 5‾

5 12

5 2 9

5 3 1

5 3 4

5 3 5

5 3 9

5 4 6

5 5 7

5 6 2

5 6 5

5 6 9

5 7 0

5 7 1

5 7 3

5 7 6

5 8 0

5 8 1

5 8 6

5 8 7

5 8 8

5 8 9

5 9 1

5 9 2

5 9 5

5 9 7

U － 6

T － 6

S － 7

T － 7

P － 7

0 － 10

T － 6

0 － 10

0 － 12

0 － 13

P － 11

P － 11

Q － 11

R － 11

S － 7

P － 12

P － 13

R － 4

U － 2

U － 2

U － 2

0 － 13

0 － 12

0 － 12

0 － 13

0 － 12

0 － 13

0 － 1 1

P － 12

S － 12

Q － 12

P － 12

5 9 7 ．9 4

5 9 7 ．8 9

5 9 7 ．44

5 9 7 ．8 7

5 9 7 ．95

5 9 7 ．93

5 9 7 ．90

5 9 7 ．92

5 9 7 ．78

5 9 7 ．72

5 9 7 ．8 3

5 9 7 ．84

5 9 7 ．77

5 9 7 ．85

5 9 7 ．90

5 9 7 ．78

5 9 7 ．79

5 9 8 ．06

5 9 8 ．04

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．05

5 9 7 ．74

5 9 7 ．6 7

5 9 7 ．68

5 9 7 ．7 4

5 9 7 ．．78

5 9 7 ．90

5 9 7 ．7 3

5 9 7 ．7 2

5 9 7 ．7 4

5 9 7 ．8 0

5 9 7 ．7 6

不 明

〝

〝

〝

〝

／／

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

′′

／′

′′

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〝

′′

l

整 理

No．

実 測 図 ・ 図　 版

No．

遺 物

No．

出　 土　 地　 点 器　 種
法　 量 （cm ）

粕 薬 時 期 備　　　 考
挿 図 No． グ リ ッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

62 8 2 3 図 6 5 1 4 － 2 ・ 3 58 ・28 8 Q － 12 5 9 7 ．9 9 内　 耳 鍋

〝

2 6．5 16 ．0 2 3 ．5 大 窯 鍛 冶 足 場

62 9

6 3 0

6 3 1

6 3 2

6 3 3

6 3 4

6 3 5

6 3 6

6 3 7

6 3 8

6 3 9

6 4 0

6 4 1

6 4 2

6 4 3

6 4 4

6 4 5

6 4 6

6 4 7

6 4 8

6 4 9

6 5 0

6 5 1

6 5 2

2 3 図 6 6 1 4 － 1 25 3

1 0 8

2 3 7

2 8 4

4 8 4

4

5

2 4

2 6

4 1

4 8

1 0 7

1 1 0

1 1 1

1 1 2

1 2 7

1 3 0

1 3 2

1 3 8

1 3 9

1 4 7

1 6 1

1 7 3

1 7 4

R － 10

S － 7

R － 7

単 一 4

P － 10

S － 9

S － 9

Q － 1 1

Q － 1 1

Q － 7

Q － 5

S － 7

S － 7

S － 7

S － 7

S － H

S － 9

S － 9

S － 7

S － 7

S － 5

S － 7

S － 7

S － 7

5 9 7．9 0

5 9 8 ．12

5 9 7．9 6

5 9 8 ．13

5 9 7．8 8

5 9 8 ．0 6

5 9 8 ．0 5

5 9 7 ．9 8

5 9 8 ．0 5

5 9 8 ．11

5 9 8 ．17

5 9 8 ．11

5 9 8 ．11

5 9 8 ．0 9

5 9 8 ．0 7

5 9 7 ．9 5

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．9 2

5 9 8 ．0 6

5 9 8 ．0 3

5 9 8 ．0 6

5 9 7 ．9 6

5 9 7 ．9 9

5 9 8 ．0 0

（3 0．5 ）（16 ．7 ） 2 6 ．0 〝
不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

・〝
〝

〝

〝　　 ・黒 煙 付 着
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（内　耳）

整 理 実 測 図 図　 版 遺 物 出　 土　 地　 点
器 ‘種

法　 量 （c m ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

N n 挿 図 N o． N o． N o． グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 付

6 5 3

6 5 4

6 5 5

6 5 6

6 5 7

6 5 8

6 5 9

6 6 0

6 6 1

6 6 2

6 6 3

6 6 4

6 6 5

6 6 6

6 6 7

6 6 8

6 6 9

6 7 0

6 7 1

6 7 2

6 7 3

6 7 4

6 7 5

6 7 6

6 7 7

6 7 8

6 7 9

6 8 0

6 8 1

6 8 2

6 8 3

6 8 4

6 8 5

6 8 6

6 8 7

6 8 8

6 8 9

6 9 0

1 8 3

2 3 4

2 3 5

2 3 9

2 4 1

2 8 7

3 0 2

3 3 6

3 3 8

3 5 9

3 6 0

3 6 8

3 7 1

3 9 9

4 0 3

4 0 4

4 1 0

4 5 3

4 5 7

4 6 0

4 7 9

4 8 5

5 0 2

5 0 3

5 0 5

5 1 4

5 1 8

5 3 6

5 4 3

5 4 4

5 4 9

5 5 6

5 6 8

5 9 6

6 0 0

6 1 1

6 1 6

6 1 9

S － 8

R － 7

T － 7

R － 7

S － 6

R － 2

0 － 9

T － 7

T － 6

T － 4

T － 4

U － 2

Ⅴ － 2

P － 8

R － 8

S － 7

P － 1 0

R － 6

S － 7

S － 6

P － 9

Q － 1 0

U － 6

U － 7

U － 7

U ．－ 6

S － 7

P － 1 1

R － 1 1

R － 1 1

R － 1 0

S － 7

R － 3

Q － 1 2

U － 5

T － 5

T － 4

R － 4

5 9 7 ．9 9

5 9 8 ．1 0

5 9 7 ．9 5

5 9 7 ．9 5

5 9 7 ．9 2

5 9 8 ．1 4

5 9 8 ．0 6

5 9 8 ．0 3

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．0 6

5 9 8 ．0 6

5 9 8 ．1 8

5 9 8 ．1 4

5 9 8 ・0 3

5 9 7 ．9 1

5 9 7 ．9 7

5 9 7 ．3 5

5 9 7 ．8 9

5 9 7 ．4 2

‘5 9 7 ．6 5

5 9 7 ．9 0

5 9 7 ．8 9

5 9 7 ．9 2

5 9 7 ．9 8

5 9 7．9 0

5 9 7 ．9 9

5 9 7．4 1

5 9 7．8 2

5 9 7．7 6

°5 9 7．8 6

5 9 7．8 0

5 9 7．4 3

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．7 9

5 9 7 ．6 7

5 9 7 ．7 9

5 9 8 ．0 2

5 9 7 ．8 8

不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
江 戸

不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

竪 穴 1 号 址

整 理

N o．

実 測 図 図　 版

N o．

遺 物　 出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （c m ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

挿 図 N o． N o． グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 ‘高 台 付

6 9 1

6 9 2

6 9 3

6 9 4

6 9 5

6 9 6

6 9 7

6 9 8

6 9 9

7 0 0

7 0 1

7 0 2

7 0 3

7 0 4

7 0 5

7 0 6

7 0 7

7 0 8

7 0 9

2 4 図 7 9

2 4 図 8 9

2 4 図 8 4

2 4 図 8 5

1 6 － 3

1 6 － 3

2 2 6

5 0 8

3 8 8

1

1 2

2 0

2 7

3 2

3 3

4 0

6 6

8 1

1 1 4

1 1 5

1 5 8

1 5 9

1 6 4

1 6 5

S － 9 ．

U － 6

S － 5

Q － 2

S － 1 3

S － 7

Q － 1 3

Q － 1 1

Q － 9

Q － 9

Q － 7

Q － 7

Q － 3

S － 7

0 － 1 3

S － 7

S － 7

S － 9

S － 9

5 9 7 ．8 2

5 9 7 ．9 2

5 9 8 ．1 1

5 9 7 ．7 5

5 9 8 ．1 1

5 9 7 ．9 6

5 9 8 ．0 2

5 9 8 ．0 1

5 9 7 ．9 6

5 9 8 ．0 4

5 9 7 ．8 5

5 9 7 ．9 7

5 9 8 ．0 4

5 9 7 ．8 0

5 9 7 ．9 4

5 9 7 ．9 8

5 9 7 ．9 1

、5 9 7．7 7

刀　　 子

鉄　　 鎌

中 茎 鎌

鉄　　 環

鉄　 く　 ぎ

〝
刀　　 子

鉄　 く　 ぎ

刀　　 子

鉄　　 鐸

鉄　 く　 ぎ

鉄　　 鐸

鉄　　 片

鉄　　 製

〝

〝

〝

〝

〝

不 明

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′
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（鉄製品）

整 理
No．

実 測図 図　 版
No．

遺物
No．

出　 土　 地　 点 器　 種 法　 量 （cm） 粕薬 時期 備　　 考 ．
蘭 グリッド レベル 口径 器高 高台径

7 1 0

7 1 1

7 1 2

7 1 3

7 1 4

7 1 5

7 1 6

7 1 7

7 1 8

7 1 9

7 2 0

7 2 1

7 2 2

7 2 3

7 2 4

7 2 5

7 2 6

7 2 7

7 2 8

7 2 9

7 3 0

7 3 1

7 3 2

7 3 3

7 3 4

7 3 5

7 3 6

7 3 7

7 3 8

7 3 9

7 4 0

7 4 1

7 4 2

7 4 3

7 4 4

7 4 5

7 4 6

7 4 7

7 4 8

7 4 9

7 5 0

7 5 1

7 5 2

7 5 3

7 5 4

7 5 5

7 5 6

1 7 － 2

1 6 6

1 6 8

1 7 6

1 9 5

1 9 6

1 9 7

1 9 8

2 5 0

2 6 0

2 6 2

2 8 6

3 4 8

4 0 6

4 3 4

4 3 5

4 3 8

4 4 5

4 5 5

4 6 3

4 6 7

4 8 0

4 8 2

4 8 3

4 8 7

4 8 9

4 9 1

4 9 8

5 1 0

5 2 0

5 4 1

．5 4 5
5 4 7

5 5 0

5 5 3

5 5 4

5 5 5

5 5 8

5 6 3

5 7 5

5 7 9

5 8 2

5 9 4

5 9 9

6 0 9

6 1 0

6 1 2

6 2 0

S － 9

S － 5

S － 9

S － 6

S － 6

S － 6

R － 1 3

R － 6

Q － 8

Q － 8

S － 4

U － 7

P － 8

T － 6

U － 6

T － 3

S － 7

U － 7

T － 6

P － 7

P － 1 0

P － 1 0

P － 1 0

P － 1 0

P － 1 0

0 － 1 0

U － 7

T － 5

0 － 1 2

R － 1 2

R － 1 1

R － 1 0

R － 9

R － 8

R － 1 2

T － 7

S － 1 1

0 － 1 2

0 － 1 3

0 － 1 2

0 － 1 2

Q － 1 2

U － 8

T － 6

T － 5

T － 5

0 － 9

5 9 7．9 1

5 9 8 ．0 4

5 9 7．8 7

5 9 7．9 2

5 9 7．9 1

5 9 7．9 1 ‾

5 9 7．6 7

5 9 7．9 6

5 9 7．9 0

5 9 7．8 2

5 9 8．1 1

5 9 8．0 0

5 9 8．1 9

5 9 7．9 9

5 9 7．9 8

5 9 7．9 8

5 9 7，8 5

5 9 7．9 3

5 9 7．9 0

5 9 8．0 0

5 9 7．9 0

5 9 7．9 2

5 9 7．9 0

5 9 7．9 0

5 9 7．9 1

5 9 7．9 4

5 9 7 ．8 8

5 9 7．9 2

5 9 7 ．7 9

5 9 7 ．8 3

5 9 7 ．8 4

5 9 7 ．8 5

5 9 7 ．7 9

5 9 7 ．7 6

5 9 7 ．8 5

5 9 7 ．4 2

5 9 7 ．8 5

5 9 7 ．8 0

5 9 7 ．7 2

5 9 7 ．8 1

5 9 7 ．6 8

5 9 7 ．7 8

5 9 7 ．8 7

5 9 7 ．7 8

5 9 7 ．6 5

5 9 7 ．7 8

5 9 7 ．7 1

鉄 製 片

′′

〝
鉄　　 鋪 ・

鉄 製 片

鉄　　 鐸

鉄 製 片

〝
鉄　　 鐸

〝

〝

〝

〝
鉄 製 片

〝

〝
鉄　　 鐸

鉄　　 錬

鉄　　 鐸

鉄　　 環

鉄　　 錨

刀　　 子

鉄　　 鋲

鉄　 く　 ぎ

鉄　　 鋳

鉄　　 鐸

〝

〝
鉄 製 片

鉄　　 鐸

鉄 製 片

鉄　　 鐸

〝

〝

〝
鉄 製 片

／′
鉄　　 鐸

鉄　　 鈷

〝
鉄　　 鐸

鉄　　 錨

／′
鉄　　 鐸

鉄　　 棒

鉄　　 鐸

〝

不 明

′′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

／′

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

′′

／′

／′

〝

／′

〝

〝

〝

〝

／′

〝

〝

〝

〝

〝

′′

整 理

N o．

実 測 図 図　 版

N o．

遺 物

N o．

出　 土　 地　 点 l 器 種 法　 量 （c m ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

挿 図 N o． グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

7 5 7 2 3 図 6 4

2 5 図 1

2 5 図 2

2 5 図 3

2 5 図 4

2 5 図 5

2 5 図 6 ・7

l L 1 I 9 0 ・1．9 1 ・2 4 0 S －6．R －7 5 9 7 ．9 8 ・5‾9 7 ．9 3 I 襲 5 3 ．8 無 柚

瑠 璃 粕

無 粕

大 窯

〝

大 窯

常 滑 系

7 5 8

7 5 9

7 6 0

1 1 － 2

1 4 － 5

1 3 － 8 ・ 9

4 4 9

1 4 2

8 8

Q － 7

S － 7

0 － 9

5 9 7 ．7 0

5 9 7 ．9 8

5 9 7 ．9 8

賓

鉢

常 滑 系

図 版 9 － 5

7 6 1

7 6 2

7 6 3

7 6 4

．7 6 5
7 6 6

1 6 － ．1

1 6 － 1

1 6 － 1

1 6 － 1

1 6 － 1

1 6 － 1

2

7 4

9 4

2 9 4

2 9 5

S － 9

0 － 1 1

0 － 9

0 － 6

0 － 6

0 － 1 1

5 9 8 ．0 4

5 9 7 ．9 9

5 9 8 ．0 1

5 9 8 ．1 2

5 9 8 ．1 3

古　　 銭

〝

〝

〝

〝

〝

宋

〝

〝

江 戸

〝

〝
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（その他）

．整 理 実 測 図 図　 版 遺 物 出　 土　 地　 点
器　 種

法　 量 （cm ）
粕 薬 時 期 備　　　 考

N o． 挿 図 N o． N o． N n グ リッ ド レ ベ ル 口 径 器 高 高 台 径

76 7

7 6 8

7 6 9

2 4 図 7 5

2 4 図 7 6

1 6 － 2

1 6 － 2

2 5 4

表 採

5 2 6

R － 1 0

主　 郭

0 － 1 3

5 9 8 ．0 1

5 9 7．7 3

古　　 銭 ‘

刀 の 飾 金 具

青 銅 製 飾 金 具

石 l
l

不 明

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

鍛 冶 屋 場

鍛 冶 屋 場

77 0 2 4 図 7 7 1 6 － 2 1 3 5 S － 9 ，5 9 8 ．0 0 金 銅 製 飾 金 男

77 1

7 7 2

7 7 3

7 7 4

7 7 5

7 7 6

7 7 7

7 7 8

7 7 9

7 8 0

7 8 1

7 8 2

7 8 3

7 8 4

7 8 5

7 8 6

2 4 図 7 8

2 4 図 8 1

2 4 図 8 2

2 4 図 8 3

1 6 － 2

1 7 － 1

1 7 － 1

1 7 － 1

1 8 － 1．2

1 4 －7 ．8 ．9

1 8 －3 ．4

1 8 － 6

1 8 － 6

1 8 － 6

1 8 － 6

1 8 － 5

3 8

表 採

3 4 0

3 9 0

5 1 9

5 8 5

6 1 8

3 8 4

4 4 8

5 3 7

1 8 6

5 7 2

1 2 2

6 5

6 2 1

Q － 9

発 掘 場 所

T － 5

P － 1 2

Q － 9

0 － 1 2

0 － 9

P － 1 1

Q － 7

P － 1 0

0 － 1 3

U － 2

S － 1 3

T － 4

Q － 7

R ．S －7 ．8

5 9 8 ．1 2　 篭 甲 製 算

る　 つ　 ぼ

5 9 8 ．0 1　　　 〝

5 9 8 ．0 6　 羽　　 口

5 9 7．8 0　 鋳　　 型

5 9 7．8 3　　　　 〝

5 9 8 ．0 9　　　　 〝

59 7 ．9 3 ・5 9 7．8 5 1石 ウ ス

5 9 7．7 7　 石　　 鉢

5 9 7．8 2　 ス リ　 石

5 9 7．8 2　 砥　　 石

5 9 7．9 5　　　　 〝

5 9 7．7 2　　　　 〝

／／

5 9 7．9 8　　　　 〝

5 9 7 ．9 1 ・5 9 7 ．8 0 1大 形 砥

l

－　58　－



図 版



図版1

1　主郭（北東側から）　2　主郭（東側から）

ー　60　－



1北の郭〔外城〕調査前　　2　同所調査後（南側から）

61一



1　暗きょ3号（西側より） 2　暗きょ3号　鍛冶屋場（東側より）

ー　62　一



1　暗きょ3号　鍛冶屋場（東側より）

63　一

2　石囲炉址（南側より）



1　暗きょ細部　2　暗きょ2号（北側より）　3　暗きょ1号（北東側より）

ー　64　－



1　暗きょ1号（北西側より） 2　暗きょ1号〔手前〕暗きょ2号（東側より）

－65　－



問軍等二寺彗二葦－：∴二＿∴∴・＿＿∴葛

斬　蝉、二、1‘・嘉一し

：二：1、J▲r一丸＿．へ、．、竿l
－・＿・J＿こ．、、はと一．＿＿・ム＿・、’1’、、’．r‾　　　、‘配才三・1．こ‘－誠二：－準更さ漸

1　暗きょ2号断面　2　暗きょ1号　3・4　暗きょ細部

ー　66



1・2　炉址　3・4　鍛冶屋場　5　2号竪穴址　6　土砿　7　3号土砿　　8　1号竪穴址

ー　67　－



遺物出土状態　1～3　天目茶碗　4　仏花瓶　5　古銭　6　青磁　7　灰粕陶器　8　徳久利

一　68　一



図版10

19

1～8・11・13～17・18天目茶碗，9・10　小壷，12　双耳壷，19～22　香炉

一　69　－



1・2　常滑系大壷　　3～13　灰粕陶器

70　－


